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研究会優秀論文推薦のことば

 本論文を読むと 「村落 を研究するのでな く、村落で研究する」というクリフォー ド・

ギ ャーツの有名な言葉 を想起 させ られ る。 アフリカのカ メルー ンというサ ッカー以外

ではほとん ど知 られ ることのな い西アフリカの一国。その首都の路 上生活者 を様々な

角度か ら描き、当事者たちの 「知恵」 を明 らかに してゆ く本論文はカメルー ン研 究を

超 えて、人間 を活かす ことも抹殺す ることもあ り得る開発途上地域 の都市空間を簡明

に浮き彫 りに している。筆者は学部2年 の時以来幾度かカメルーンに足 を運び調査 を

展 開してきたが、「カ メルー ン病」に陥ることな く、同時に路上生活者への限 りない同

情 に満ちた観察 を積み上げてきた。本論文で特徴的で ある細部への注意は こうした同

情(愛 情 といってよいのか もしれな い)に 裏打ちされてお り、統計などの 「平均化」

された多 くの都市論を超える特異な研究 となっている。

慶應義塾大学

  総合政策学部教授

     梅垣 理郎
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要 旨
急速に拡大す るアフ リカ都市において、住民が 日常生活 の中で抱える困難は多岐にわた

る。それは健康被害や衣食住の確保 の難 しさ、犯罪 など、いずれ も 日々の生活に重大な影

響 を及ぼす課題である。 こうした困難 に対 して行政 の施策が不十分である場合、住民側か

らの自助努力が重要な役割 を果たす。 中でも日常生活に見 られ る様 々な互助行為は、 日々

の困難 の克服 とより良い生活 を模索す る住民同士による創意工夫 として注 日できる。本研

究の 日的 は、流動的で多様 な生活背景 を持つ人々が集まる都市 において、人々が困難 とど

のよ うに対峙 しているのか、そ してそれを どのよ うな生活実践 により乗 り越 えよ うとする

のか、こ うした問いに対 し、住民主体の互助行為に着 日しなが ら明 らかにす ることである。

事例 として、カメルー ンの首都ヤ ウンデ市 における路上生活者 について検討す る。ヤ ウ

ンデ市の路上生活者 の多 くは、5名 から最大30名 ほ どが空き地や木の下、橋 の下、スーパ

ーマーケ ッ トの前な どに集ま り寝泊 りを しなが ら生活 を送る。その構成員はエスニシテ ィ

や出身地、宗教 などにおいて多様性 を持つ。例えば全 く異なるエスニックグループで ある

バ ミレケ とハ ウサの人々が同 じ寝床にいた り、キ リス ト教徒 とイスラーム教徒が混 ざる路

上生活者のたま り場でアラビア語の挨拶が交わ された りする。そ うした雑多な関係の中で、

日常生活の様々な場面 に彼 らの互助行為が見 られる。例えば共同での食事の準備 、仲間同

士のペ ッ トボ トル集 め、警察や憲兵の見回 りや賄賂要求に関する情報の共有である。一方

で彼 らは路上生活者 同士の暴力や 口論、盗難 といった多 くの問題に 日々直面 している。加

えて路上生活者 の多 くはよ り良い仕事を求めて他 の都市に移動 した り、逮捕 され刑務所 に

移 った り、出身農村 に帰還 した りと、路上生活の場での人々の出入 りは激 しい。

 本研究 は、 こうした互助 と争いが 日常生活 の様々な場面で見 られ る点に着 日した。路上

では継続的な関係や集団の利益 を優先す ることよりも、強い自己主張の下で 自分の利益 を

優先す る 「言いたいこ とを言いあ う」関係がよ り重視 され、それが路上生活の場の安定性

をもた らす。争いは短期的な 「他人」同士のゼ ロサムの関係だか らこそ より強 く行 われ、

お互いの不信 を理解 し取 り除 く役割 を果た している。 こうした相手への理解 を促進す る争

いが、安定的な関係性 を早 く生む契機 となる。一方で 日常生活の様々な互助行為は、生活

上の様 々な困難を乗 り越え、かつ争いばか りの無秩序な状況 を避 ける役割 を果たす。多様

な人々が集 う出入 りの激 しい路上生活の場において、互助はゆるやかな紐帯 を基盤 として

な される。 このような互助 と争いの生活実践を通 して、路上生活者の生活 は 「なん とかや

つていける」もの となる。

〈キーワー ド  都市 路上生活者 互助 カメルー ン ・ヤ ウンデ市〉

                     慶 應 義 塾 大 学 総 合 政 策 学 部 玉 井 隆
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【本論文における注意事項】

1.言 語 表 記 につ い て

括弧 内アル フ ァベ ッ トで記載 され た もの は フラ ンス語 であ る。英 語 を表記 す る場 合 は[英]

と記 載 して あ る。

例) ス トリー トチル ドレン([英]children on the street)

2.登 場す る人物や路上生活者 に関する情報 に関 して

路上生活者の情報について、本人たちの安全 を考慮 し、暮 らす場所や写真、生活の方法に

関 して一部の情報を減 らした り曖昧 にした りしてい る点がある。内容 自体に齟齬をきたさ

ないよ うに考慮 してある。

また登場す る人物 はイニシャル表記 し、敬称は省略 してある。
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第1章 ア フ リカ都 市 と互助

はじめに

本章では本研 究の背景、 日的、研究の意義 と方法、調査の対象 について述べ る。 まずア

フ リカでの住 民主体の互助が どのよ うに、なぜ行われているかを明 らかにするため、アフ

リカ都市の拡大を歴史的に概観 した上で、そこで人々が抱える困難 と互助行為の意味 を検

討す る(1.1)。 こ うした背景 をもとに、本研究は どのよ うな視点の下でな されているのか、

調査対象の選定 と調査方法 を合わせて記述す る(1.2)。

1.1 ア フ リカ都 市 と 日常 生活 の 困難

1.1-1 都 市 の 形 成 過 程

 「本来のアフ リカは、歴史的にさかのぼるかぎ りでは、ほかの世界 との交渉をもたない

閉鎖地帯」 とヘーゲルは述べ た(ヘ ーゲル1994:157-8)。 しか しアフ リカには他の地域 と

同様 、古来 よ り活発 な交流の歴史がある。 そ うしたアフリカの歴史への視座 を広げてい く

動 きは近年多 く見 られ る。2008年 の 日本アフ リカ学会のシンポジウム1「 アフ リカ独立50

年 を考 えるJの 中で、「アフ リカ史」の構築はアフリカ発ではなく、西欧諸国により語 られ

るものを中心になされてきた とい う指摘があった。アフ リカは少な くとも植 民地支配が始

まる以前までは、「歴史なきアフリカ」であつた とする前提の見直 しである。こうした点 を

踏まえ、例 えば宮本 ・松田は(1)口 頭伝承や遺物な どの非文字史料 の重視、(2)歴 史学以外

の学問分野への着 日、(3)国家や階層性 を持 たない社会への着 日を重視 しなが ら、アフ リカ

史 を記述す ることを試みている(宮 本 ・松田1997:10-20)。

 以下、第1項 、第2項 を通 してアフリカ都市の形成過程を概観 し、現在都市において困

難 を抱える人々が現れ るに至るまでの都市の拡大を検討す る。

 サ ウゾールは、アフ リカ都市について、交易 による発展や部族社会(王 国)の 形成、イス

ラーム化や奴隷 交易な どに より、 ヨー ロッパに よる支配が始まる以前か ら栄 えた都 市(A

型)と 、植 民地支配 をきつかけに急速 に建設 され た都市(B型)の 分類 を行った(Southall

l961)。 この分類 はアフ リカ都市の理解 を単純化 し過ぎる側面があ り、ケニアの首都 ナイ ロ

ビ市の ようにA型 とB型 両方の歴史的経緯 を持つ都市があるほか、多 くの都市においても

現在ではその分類が有効性 を失ってい る。 しか しここで重要なのは、 ヨーロッパの支配が
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始まるよ りも遥か前か ら都市間で活発 な人々の移動があった点、及び ヨー ロッパが都市の

発展 に与えたインパ ク トを注視する必要がある点である。

前者の事例 として、現在 の西アフリカのマ リ共和国北部にある、人 口3万 人弱のイスラ

ーム交易都市である トンブク トゥがあるt
。 トンブク トゥは、非西欧世界の中で近代以前 に

も発展 していた都市 のひ とつ として知 られている。赤坂 によれ ば、 トンブク トゥは1375

年 にアブラハ ム ・ク レスケスによ りカタロニア図 とい う世界地図の中で、黄金 を豊富に産

す る都市 として西洋で描かれていた。 さらに地中海世界 とニジェール川流域、南方のサバ

ンナ との交易 を結び付 けるなど、様 々な民族や地域の人々が行 き交 う交易都市 として栄 え、

ヨー ロッパ人 から 「黄金の都」 と呼ばれていた。 しか し18世 紀から19世 紀 にかけて多 く

の探検家がそこを訪れ た とき、 トンブク トゥには彼 らにとつての 「黄金 に輝 く都」な どな

く、 日干 し煉瓦の建物 が並んでいる小 さな都市に過 ぎなかった。その頃か ら トンブ ク トゥ

は最果ての地、「辺境」としてのイ メージに成 り代わつたのである。西洋 により 「辺境 」と

された トンブク トゥだが、一方 で赤坂は、1940年 代に調査を したH・ マイナーの成果 を参

照 しなが ら、混交 した文化 と社会の中で、組織の解体、世俗化、個人化が進むな ど、 トン

ブク トゥにおいて 「都市の原型」 を見出す ことができると指摘する(赤 坂2004:64-75)。

それはまさに 「多様 な混沌の中で異質な民族や文化が見事に共存 していた トンブク トゥこ

そ、本来的なあるいは原初的な 「都市のあ り方」を最大限に提示 して見せ た都 市」であっ

た(ibid.:75)。 都市が西洋 と接触す るはるか以前か らあ り、都市において人々の出入 りが

激 しく、出身地域、民族、文化 の多様性 が見 られる点は、現代における多 くの都市の特徴

と類似 してい る。

 次 に後者、すなわちヨmッ パ諸国による植民地支配 が都 市の発展 に与 えたイ ンパ ク ト

について検討する。植民地支配以前の ヨmッ パ との接触については、15世 紀、いわゆる

「大航海時代」における奴隷貿易の歴史がある。その中心はポル トガルであつた。1415年

に現在のモロッコの北、スペインの飛地領であるセ ウタを占領 したのを皮切 りに、西 アフ

リカを南下、1486年 の喜望峰 「発見」を経 て1498年 、ケニアの港町マ リンディに到着 、

その後イ ン ドへ と渡つた。16世 紀にはポル トガル とアフ リカの王たち との有効な関係 が築

かれ、大使の往来、贈 り物の交換がな されていた。その後、ポル トガル、スペイン、オラ

ンダ、イギ リス、 フランスが南北アメ リカでのヨー ロッパ市場向け巨大農園経営 を始 めた

ことによ り、大量の労働力が必要 とな り、その確保のための奴隷貿易が始 まつた。 いわゆ

る 「三角貿易」 といわれる商業航海サイクルである。 ヨー ロッパか ら綿布、金属製 品、 ア

ル コール飲料、鉄砲がアフ リカに送 られ、そこで奴隷 と交換 され、その後奴隷 は西イ ン ド

諸島、南北ア メリカに運ばれ、そ こで砂糖、綿花 、タバ コな どの主要換金商品を積み、西

ヨー ロッパに戻る仕組みである。そ して1884年 のベル リン会議においてヨー ロッパ列強諸

1ヨ ーロッパとの接触以前の都市の発展に関する資料が限定的になってしまう問題は常に付きまとう。そ

うした問題を乗 り越えるための様々な方策の展開が歴史学を中心になされている。そ うした中でこれか ら

述べる トンブク トゥの事例は、既存の資料を利用 した様々な分析がなされている点、またそこで指摘され

ている都市の特徴が、現代における都市の特徴に極 めて類似 している点において興味深い。
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国におけるアフ リカの分割が行われた。植 民地支配により建設 された都市の多 くはこの頃

か ら始まる。 この時の ヨー ロッパ諸国の支配の仕方はい くつかあ り、例えばイギ リスは間

接統治方式モデルを採用 した。それは当該地域の支配構造をそのまま利用 し住民を支配す

るもので、イギ リスはその支配者 を認 め、その構造を監督す る立場にある。一方で優等人

種が劣等人種を文明化 しなければならない とい う 「義務」に基づ く、直接統治方式モデル

を採用 したのがフランスであつた。またベル ギーはボナパル トII世の 「私有地」 としてコ

ンゴ自由国を建設 し支配 した。また19世 紀 には奴隷貿易は禁止 されていたものの、依然 と

して ヨー ロッパ との貿易は行 われ続 けていた。そのためカメルー ン・ドゥアラ市のよ うに、

貿易のための拠点 としての都 市もあれば、ケニア ・ナイ ロビ市におけるイ ン ド人のよ うに、

「非アフ リカ人」が建設す る都市 も多 くあった。 こうしたアフ リカ以外の国々の強い干渉

による都市の建設 と支配は、アフ リカ諸 国が独立を果たす1960年 前後まで継続 される こと

となる(宮 本 ・松 田1997)。

 この よ うにアフ リカ都市は植民地時代を経てお り、都 市の形成において宗主国の影響 は

大 きい。 とりわけ国境線は、先にあったエスニシティな どによ り元々人々が理解 していた

境界線 とは異 なつた ものが引かれた。加えて都市の建設 は今 までの都市の建設 と大 きく性

格 が異なるものであつた り、最初か ら西欧諸国の要請によ り行われた りした。 こうした都

市における植民地支配に対 して、人々が どのように反応 したかについて、 日野は東ア フ リ

カを事例 としなが らそれ を三つに分類 し説明 している。一つがイスラーム的適応型である。

ヨーロッパによるキ リス ト教の布教以前か ら、イスラームの人 々は国家 の枠組みを超 える

商業ネ ッ トワー クを持っていた。植 民地支配初期の ヨー ロッパ にとつて、 こうした力 を持

つイスラーム商人を無視できず、結果 としてイスラー ムの人々は各都市の中間層を形成す

ることとなった。二つ 日が西欧化的エ リー ト型で、 ヨー ロッパによる ミソション教育 に応

じ、植民地の近代的セ クターの中で活躍す るよ うになる。 こ うした人々は独 立後 も新国家

の官僚 としての役割 を担 うこととなる。三つ 日が後発的出稼 ぎ型 と呼ばれ る人々である。

例 えば元々は自給 自足の生活を都市の外 で行 つていたが、植民地下の外圧や、税金 のため

の金銭の必要性 に抗 し切れず、遅れて都市にやつてくることになつた人々であ る。彼 らは

家僕、ポー ター、畑の賃耕 、左官や屋根葺 き、鍛冶屋 な どに従事す るこ ととなつた(日 野

1992230-46)0

 以上のよ うに、現在の都市におけるエ リー ト層や中間層、出稼 ぎ民 といつた人々の位 置

づけは歴史的 に見た場合、植 民地支配の頃か らの影響があることが分かる。特 に最後に述

べたよ うな、出稼 ぎのために都市 に移動す る人々が、この後の各国の独立 と開発政策の推

進によ り急速 に増加す る。

1-1.2 都 市 の 拡 大 と生 活 の 困難

ア フリカ諸国の多 くが独立す るのは1960年 前後である。この頃のア フリカは独立を果た
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し解放感 に満 ち溢れていた と言われ るが、1970年 代以降、人々の気持ち とは裏腹に経済状

況 は悪化の一途をた どっていた。 とりわけ累積債務額が深刻化 し、1981年 の 『バー グ報告

書』 に始 まる構 造調整計画が取 られ るこ ととなる。 国際連合や世界銀行、国際通貨基金

(International Monetary Funds, IMF)は アフ リカ諸国の 「政策の失敗」を経済停滞の原因

とし、新 自由主義的な道筋への方針転換 を促 した。構造調整計画は一部が評価 され る他 は、

各国の財政状況を悪化 させ るにとどまった と言われる。

 この頃か ら始 まる都市人 口の増加 は著 しい。1950年 の時点でアフ リカの都市人 口の割合

は14.5パ ーセン トだ つたのに対 して、2005年 は37.9パ ーセ ン トにまで上昇 してい る

(United Nations2007)。 加 えてグローバル化の進行に伴い、今や欧米諸 国のみならずイ ン

ドや 中国か らも多 くの人々や企業が進 出 し、アフ リカは大きな市場の一つ として世界各国

に注 日されている。

都市における人 口の拡大は トダ ロ ・ハ リスの期待所得モデルによ り説明 されていた。つ

ま りよ り高い所得 が必要 とされ、かつ農村 より都市の実質賃金が高い場合、人々が都市へ

移動する とい うものである。 しか しこ うした説明への反証 は多 くある。峯は期待所得モデ

ルの非現実性 を、労働 市場の階層性の観点か ら説明 した。それ によると、た とえ都市での

平均所得が高 くて も、都市にお ける労働市場の階層性が強まつてお り、農村か らの新参者

がフォーマル な企業や行政で働 くことはほとん ど不可能である(峯1999:94ー108)。

 多 くの人 とモ ノが集 ま り行 き交 う都市での生活には、仕事がないこと以外にも様 々な困

難が伴 う。困難 とは現在直面 している、あるいはこれか ら直面す ると考えられ る、人 々に

とつて生活が脅か されてい ると感 じる状態や物事の ことである。食べ物がない、住居 がな

く夜安心 して寝 る場所がない、治るはずの病気にかかっても治す術 がない、犯罪に巻 き込

まれやすい環境下にい ることが困難の具体例である。松田は都市にお ける 日常生活上 のこ

うした困難 を、住 民と行政の関係性か ら論 じている。それ によれば行政 と住民 との関係性

は、(1)「 援助」の欠落、(2)「 阻害」の膨張、(3)「 無関心」の肥大化の三点で説明 され る。

「援助」の欠落 とは、道路整備、住宅整備 、上下水道、電気、ごみ処理 などの 日常生活 に

密着 したサー ビスが欠落 していることである。「阻害」の膨張 とは、非正規居住者の弾圧 を

強化す ることである。例 えば行政が各戸 を訪ね、領収書がないラジオや時計、カセ ッ トレ

コーダーを押収する。 この ように行政 は都市貧 困層の生活環境 の整備ではな く、む しろ都

市生活か らの迫害 ・弾圧 を行 う。 また 「無関心」の肥大化 とは、都市貧民の生活上の困窮

が激 しさを増す一方で、行政が何 も援助 をしない無関心な状態 にあることを意味す る(松 田

199951-63)0

以上見てきた ように、都 市において人々が困難 を抱 えたのは、アフ リカ各地にお ける独

立後、開発政策が うまくいかなかつたこ とのみな らず、都市におけるエ リー ト層や 中間層

といった社会的地位や職種、所得 などによる階層が、植 民地時代か らある程度固ま りつつ

あったことと関連す る。確かにかつては都市に仕事がある程度 あったために、所得が低い
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ことや生活上の困難を抱 えてい ることが大きな社会問題 とならなかった。 しか し独立以後

に見 られ る都市の急速な拡大の 中で、労働市場 の階層性 は固定化 し、労働市場 は下層のみ

が膨張 した。 その結果、松 田が指摘するよ うな都市出稼ぎ民の困難 な生活実態が浮かび上

がることとなった。

以上の ような通時的な都市 の検討 を通 して都市の現状の背景 を分析 し、植 民地支配以前

に遡 る歴 史の中で生まれてきた点を見逃 してはな らない点を指摘 した。

1.1.3 都 市 に お け る互 助/争 い

上述 した都市において人々が抱える困難 を理解する上で、所得が高けれ ば回避できる困

難 も少 なくはないが、本稿では、困難に直面 した時 にそれに対処す る能力、あるいはよ り

本人に とって価値があると考える生活を営むための財やサー ビスを利用す る能力 に着 日す

る。A・ セ ンは貧困を検討す る上で、 「人それぞれ が持 つている 「基本財」だけでな く、そ

の 「基本財」 を自分の 日標 を促進する能力 に転換す る過程を左右 し得る個人の特性 も計算

に入れな くてはな らない」(強 調は著者)と 指摘 した(セ ン2000)。 そのため個別の生活 の

文脈 に焦点を当てなが ら、基本財やサー ビスの有無だけではなく、 こうした能力の強化 を

評価 してみてい くことが必要 とされる(渡 辺2000)。 即 ち、も し所得が低 くて も、個人 の

生活状況や社会的背景 、個人の持つ人脈や 出自、性格がいかにあるか、そ してそれ を生か

す こ とのできる環境にあるかの検討が重要 となる。 こうしたあ りとあらゆる個人の生活 の

文脈が検討の対象 となるため、本研究は人々の困難 とそれに対峙す る人 々の 日常生活に着

日す る。

 日常生活 の着 日にあた り、住民が困難な都市生活に直面 しているに も拘わ らず 、行政 に

よる生活 の支援や何 らかの政策がなされない場合、注 日され るのが住民主体による互助行

為である。 こうした互助行為 は地縁や血縁 を基盤 としているが、 日野によれ ばエスニ シテ

ィへ の意識の強 さは国民意識以前から強 く人々の中にあ り、そのため都市において様々な

言語や習慣、考 え方が周囲で見 られ る中で も、そ うしたエスニシティの意識 が強固に働 く

と指摘する(日 野1992:246-251)。 なぜな ら歴史的に見た場合、国民意識は独立後、公用語

の教 育や 国旗掲揚、国家斉唱、大統領 のテ レビ演説に至るまでによつて急速に拡大 されて

い る。一方でエスニシティはよ り人々に馴染み深 く、友人関係や結婚な どにおいて意識 さ

れている。

 多 くのエスニ ックグループが集 ま り、困難 を背負 う人々が多い都市の中で、人々は国民

意識 とは異なるエスニシテ ィを利用 し、互助 を行 う。互助行為 とは例 えば、イ ンフォーマ

ルな部門での職探 しや都市での畑作 り、親類や 同村出身者ネ ッ トワー クの活用 を通 して見

られ る都 市生活の能動的な創意工夫によ り、困難 を克服す る動 きである。それ は、必ず し

も収入形式によ らず、また血縁を基盤 としなが ら生活 の様 々な場面で行 われてい るこ とが

明らか となってい る。例 えば西はエチオ ピアのアジスアベバにおいて、「1人で死なないた
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め」の葬儀講がもた らす様々な互助行為 を調査 した。 この葬儀講は本来の 日的 である葬儀

での資金援助 のみな らず、病気や怪我 などでお金が必要になった場合や、道路や学校の建

設のための資金援助 も行 う役割を持つ(西2009:189-202)。 また野元はカメルーン ・ヤ ウン

デ市 を事例 として、都 市において同 じ村同士の人々による庶民金融や保険制度 を作 り資金

を管理す るとともに、村 自体 との繋が りを重視 し、少 しでも余裕がで きると積極的な村 へ

の仕送 りを行 う事例 を示 した(野 元2005:180-96)。

 一方、松 田は こうした親族関係や及び同郷者関係が、都 市において創 りだ され てい る事

例 を報告 している。そこでは都市において共同生活が不可欠 となった状況の下で、全 くの

異人 を 「伝統的な身内」 に変 える。呼称の拡大により、例 えば 「兄弟」 と呼び合 う仲を広

げるのである。 このように何の関係 もない異なるエスニ ックグループの人を 自分たちの共

同体 に取 り込むため、例 えば実際は異なるにも拘 らず、知人を義兄やオジと呼び合 う。 こ

の時彼 らにエ スニ ックグループや言語 を聞いても、そ こがブラ ックボ ックスのままに され

るのである(松 田1996:210-20)。

 このよ うに互助行為 は農村のみな らず、都市において も顕著に見 られ る。 しかも上述 し

た例が示すよ うに、必ず しも伝統的なものが踏襲 され るのではな く、 自分たちの生活の状

況 に合わせて可変的である。それは都市にあって人 々が抱え うる様々な困難や、都市での

より良い生活 を求 めた人々の能動的な取 り組み として注 日す ることができるだ ろう。

互助行為が人 々の間でなさる一方で、そこでは争いも起 こる。小 さない さかい、言 い合

い、暴力、相手を否定す るよ うな態度な どの全てを含めて本研究では争い と呼ぶ。 上述 し

た互助 については詳細 に論 じられ ることが多い ものの、争いに関 してはその争いの詳細や

役割について議論することが見逃 され るこ とが多い。む しろ重視 されてきたのは争いがも

た らす問題で あった り、そこで合意形成 され る結果であった り、あるいはそ もそも争 いは

どこにでもある程度存在す るものとして見過 ごされて しまった りしていた。生活実践 とい

う文脈 に限った場合、争いは、共同体の規範 に対す る個人の 自由 とい う意味で多く検討 さ

れている。結婚や葬儀、居住地 の決定に至 るまで、個人の 自由と共同体の規範 との間での

葛藤に悩ま される人々について多 くの研究がある(松 田2009: ..)。

本研 究はこ うした争いが 日常生活の中で どのよ うにな されてい るかを当事者 の レベル か

ら詳細に描 く。事例であるカメルーンの首都ヤ ウンデ市における路上生活者は、 日々の互

助行為 と同様 に、 日々争いを行 う。それ は食事の分配か ら ドラッグの奪い合い、盗難 に至

るまで様々で ある。こ うした争いは一見互助や人々の共同性 を崩 しかねない と捉 えられ る。

一方で路上では 日々新 しく路上生活 に加わ る人 もいれば
、す ぐにいな くなる人 もいる。そ

うした流動的な場で、人々は日々多くの困難 と対峙 している。その場合、成員は、いつい

な くなるか もしれない他の成員 との関係 を重視す るよ りもむ しろ、 自分の主張をよ り強 固

に主張す ることが必要 とされるのである。 この点は第3章 、第4章 において詳細に論 じる

こととなる。
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1.2 研究の 目的 と調査の対象/方 法

1.2.1 調査 地 と調査対象の選 定

様 々なバ ックグラウン ドを持つた人 々が集まる流動的で異種混沌 としたアフ リカの都 市

にあつて、人 々は 日々の生活の中で困難を抱えている。本研 究は、そ うした人々が困難 と

どの よ うに対峙 しているのか、そ してそれをどのような生活実践によ り乗 り越 えよ うとす

るのか、こ うした問いに対 し、前節で指摘 したよ うな、住民主導の互助行為 を中心 に明 ら

かにす ることを 日的 としている。と りわけ都市における人々の流動性 と多様性 に着 日して、

そ うした社会 的基盤の違いは どのよ うに克服 され るのかに焦点を当て る。

調査地 としてカメルー ンの首都ヤ ウンデ市を選定 した。それ は以下の二つの理 由に よる。

一点 日は
、カメルーンは250以 上のエスニ ックグループが混在 し、砂漠気候 から熱帯気候

まで様 々な気候帯 を持つアフリカの ミニチュア と呼ばれ、都市部ではそ うした多様 なバ ッ

クグラ ウン ドを持つ人々が集 まつている点である。 このことは多様性 に着 日す る本研究の

視点 と適 している。 また二つ 日として、カメルーンは他のアフ リカ諸国 と異な り、100万

人以上の人 口を抱 える巨大都市 として2か 所、ヤウンデ市 と ドゥアラ市がある。両都市に

は幹線道路が整備 され、バスや乗用車での移動が頻繁にな され、また鉄道 もあるな ど、両

都市間の人 とモノの動きが頻繁にな されている。 また和崎はバムン王国における人々の都

市間ネ ッ トワークに着 日し、大都市のヤ ウンデ市、 ドゥアラ市のほか、クンバ市、バメン

ダ市、ガウンデ レ市、な どの13の カメルーン各地の都市において、人々が連絡 を取 りなが

ら、伝 統 文化 を保 持 しなが ら互 い に協 力 し合 つ てい る生活 世界 を描 い て い る(和 崎

2001:34-45)。 このように都市間の移動が頻繁 にな され るカメルー ンの中で、首都で あるヤ

ウンデ市において も人々の移動は活発であ り、流動性に着 日を行 う本研究の事例 としてふ

さわ しい と考 えられ る。その他、独立後のカメルー ンではとりわけ大きな紛争や暴動は起

こってお らず、また 日本人研究者に よる調査 も数多 く行われてお り、一次資料が得やす く、

比較的安全な調査が可能であると考え られ た。実際に現地での活動 にあったっては大学教

員、学生 との密 に情報を交換 して、 より有意義な調査 を行 うことができたと考 えている。

以上 よ りカメルーンのヤウンデ市 を事例 として検討す ることとした。

 また調査対象 として路上生活者 を扱 う。路上生活者 はエスニシテ ィや 出身地な どの多様

性 を抱 えている。また農村か ら都市、ある都市からまた別な都市へ と多 くの移動がある。

さらに路上生活者は 日常生活 において多 くの困難 を抱 えてもいる。 この ように路上生活者

は静態的な生活 を送 ってい るのではな く、極 めて流動的であ り、様 々な困難に直面 した不

安定な生活 を送 ってい る。 こ うした中でどのよ うに互助行為がなされているのか、 あるい
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はな されていないのかを検討 し、血縁 とい う基盤が脆弱であり、多大な困難 を抱える人々

がいかに 日々の生活実践 を築いてい るかを明らかにす ることができる。

1.2.2 調 査 方 法

 以上 よ り本研究では互助 を行っている個人や実際の生活を検討の対象 とす る。そのため

以下 の期間においてフィール ド調査 を実施 した。ヤ ウンデ市でのフィール ド調査 は2008

年io,月 か ら2009年2月(約4ヶ 月間)、 及び2009年8月 か ら9月(約1ヶ 月間)に 行つた。

調査方法 は質的調査法を重視 し、主に参与観察 とイ ンタビュー調査を中心に行 つた。参与

観察 にあたっては、参与す る際に、 どのよ うに路上生活者 との関係性 を構築す るかに多大

な時間を費や した。 「カメルーンに計50人 程度 しかいない 日本人の内の一人が、カ メルー

ンで暮 らす路上生活者 となぜ ともに話を しようとす るのか」、こ うした調査 され る側 と して

は当然浮 かぶ疑問に どのよ うに答え、そ して路上生活者の生活の中に、筆者 とい う人間を

位置づ けてもらうことが最初の 日標 であつた。そこでは筆者がなぜ調査 を行 ってい るのか

について何度 も説明す る必要が当然 あった。 「「先進国」の人間が 「途上国」の人間の貧 し

さについて知ろ うとす る」 とい う構 図を思い浮かべた人の多 くが、筆者の調査に対 して不

愉快 に思 う場合 は多 くある。筆者は、こ うした調査 をする側 とされ る側 とい う一種の権威

関係 をで きる限 り取 り除 くべ く、様 々な説 明を行った。 こ うした説明の中には、カメルー

ンだけでな く欧米や 日本に も路上生活者が多 くい るこ と、 日本 には格差 と呼ばれ得 るよ う

な現象が あり、大金持 ちばか りではな く厳 しい生活 を強い られている人々もい ること、 さ

らには筆者 の生い立ちや家族構成 などのプライベー トな話 も全 てさらけ出 し、筆者 自身の

悩みを打 ち明けた。 こうした説明が 日指 したのは、調査す る側 とされ る側 とい う関係 を乗

り越え、「ともに考える」関係 となることであつた。路上生活者 には筆者 と同 じ20歳 代の

人々がかな り多 くいたた めに、友人同士のよ うな関係である。調査期間に限 りがあった こ

ともあ り、これ が達成 されたか どうかは疑問ではあるが、少 なくとも筆者 が 日指 したのは、

こうした 「ともに考 える」 ことであつた。 もちろん、実際にともに頭を抱 えて 日々悩むの

ではな く、 日々の生活の中にできるだけ一緒 にいる時間を作 り、その 日の出来事や 日本の

話を した り、道行 く人々を指差 して、あの人は高級車に乗 っているとか、あの人はかっこ

いい とかきれ いだ とか、そ うした何気ない会話を楽 しんだ りする中で行われ る。筆者 の参

与は、 こ うした権威関係 を取 り除 くことに焦点をおいて行 われた。

 またこ うした参与はできるだけ長 く、そ して毎 日のように顔 を合わ し挨拶をす ることが

重要なのだが、毎 日同 じところにいると周囲の住民か ら不審に思われた り、警察や憲兵 に

何 らかの誤解を与 えて取 り締ま りの対象になつた りする危険があった。そのためどの ぐら

いの頻度、 どの ぐらいの時間訪問をするか も日々の検討事項の一つであつた。

 参与観察 と述べた時、参与を通 して行われるのが観察であるが、観察はほとん どともに

過 ごす ことで 自然 と行つていた。 つま り日々の何気ない会話や 日常的な何気ない行 動を見
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た り聞いた り感 じた りす ることを通 してな され た。

 こ うした参与の仕方 を重視する視点か ら、イ ンタビュー調査ではあらか じめ質問票 を作

つた り、順々に一人ずつ同 じ質問を投 げかけた りす るよ うなことはあま り行つていない。

なぜ なら日々の生活の中で思い描 く何気ないことや、実際に人々が考 えることは言葉 に し

にくいことが多いためである。 「日常生活では、 「あること」が実践できるとい うことで 日

的は達成 され、次の相互行為へ と展開 してい くのであ り、そこで立ち止まつて 自分の実践

の仕方 を観察 した り記述 した りは しない」(北 澤 ・古賀2008:19-26)。 本研究が人々の互助

行為を中心に彼 らの 日常生活の把握 に努めるものであるため、インタビュー されて言語化

されア ウ トプッ トす るもののみならず、言葉にされない 日々の何気ない言動への観 察 も重

視 してい る。 日常生活の行動は、時に気ま ぐれであ り、時に必死に考え出 されたものであ

り、また時には新たな当人 にとっても全 く新たな ものであった りす るため、こ うした研 究

手法 を用いている。 また事実関係 を正すために、 日にちを置いて同 じ質問や話題 について

再度話を した り、その人の友人にも話 を聞いて辻褄が合 っているかを確認 した りす ること

を行 つている。

1.3 本 論 文 の構 成

以下、各章 を概観す る。 ここまでの第1章 では、研究背景 として、アフ リカ都 市の拡大

を歴 史的に概観 した上で、都市 において人々が抱 える日常生活上の困難 とは何か、それ を

乗 り越 える互助 とは何かを示 した。その上で本研究の 日的 と意義、調査対象、調査方法 を

示 した。 この後、第2章 では事例 として検討す るカメルーン ・ヤウンデ市についてその成

り立ちを中心に概観す る。その上で本研究が対象 とする路上生活者 とは誰かを、都 市で生

活 を送 る様々な人々の生活 に言及 しなが ら示す。第3章 では路上生活者の生活をその互助

行為 を中心に詳細に描 き、その上で人々の様 々な争いについての事例 を示す。第4章 では、

流動的で異種混交 とした都市の 日常世界 にあって、互助行為 と争いのあ り方 とその関係性

について明 らかに し、結論 とす る。
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第2章 カ メルー ン ・ヤ ウンデ市 の路 上生活者

はじめに

本章ではカメルーン ・ヤ ウンデ市にお ける路上生活者について、その規模や分布、路上

に至 るまでの背景 を明 らかにする。まずカメルーンの首都ヤ ウンデ市の歴史的発展過程 を

検討 した上で(2.1)、ヤウンデ市の路上では どのよ うな生活を人々が行っているかを明 らか

にす る。その上で、路上生活者 の分布 と、なぜ路上で生活することになったのか、その背

景 を検討す る(2.2)。

2.1 カ メル ー ン ・ヤ ウンデ 市 概 観

2.1.1 カ メル-ン の 形 成 過 程

 カ メル ー ンは 中央 ア フ リカ諸 国 の一つ で あ り、人 口約1800万 人 、10の 州 に分 け られ て

い る。 面積 は475,440k㎡ と、 日本 よ り少 し大 きい。 カ メル ー ンに は250以 上 のエ スニ ック

グル ー プが暮 らし、 北 は砂 漠 気候 か ら熱帯 雨林 気候 まで様 々 な気 候 帯 が あ り、 ア フ リカ の

ミニ チ ュア と呼 ばれ てい る。 第1章 で 述べ た都 市 の分類 で は、 ヤ ウンデ 市 、 ドゥア ラ市 は

ともにB型 、つ ま り植 民地 支 配 を経 て 急速 に建 設 され た都 市 とされ る。 しか し沿岸 部 に あ

る ドゥア ラ市 は、それ 以前 か らヨー ロ ッパ との 交易 が な され て いた。15世 紀 にポル トガル

が沿岸 部 を 中心 に支配 を拡 大 し始 め、カ メル ー ン で も1450年 か ら沿岸 部 の都 市 ドゥア ラ を

拠 点 と して貿 易 を始 めて い る。ポル トガル は砂糖 、織 物 、容器 、銅 、アル コー ル を輸 出 し、

胡椒 、魚介 類 、象 牙 、そ して奴 隷 を輸入 した。 カ メルー ン とい う国名 も この 頃 、ポル トガ

ル 人 がカ メル ー ン近 海 の ギニ ア湾 で取れ るエ ビに ちな んで 、エ ビの川(rio dos Camar�s)

と名 づ け られ た こ とに由来 す る。本格 的 な植 民地 支配 は1884年 に ドイ ツの保護 領 とな った

こ とに よ り始 ま る。そ の後 ドイ ツは 内陸へ の進 出 を進 め、1921年 に ヤ ウンデ を首都 とす る

こ とを決 めた。第一 次 世界 大戦 で ドイ ツが破 れ る と、1922年 にカ メルー ン西 部 がイ ギ リス、

東側 が フラ ンス に よる委 任統 治領 とな り、 それ ぞれ 「西 カ メル ー ン」 と 「東 カ メル ー ン」

と して統治 され る ことにな っ た。 そ して1960年 に東 カ メル ー ンが 、1961年 に西 カ メル ー

ンが独 立 、両 国が その まま合 併 した。 その ため カ メル ー ン では英語 とフラ ンス語 が公 用語

とな って い る(野 元2005:30-2)。

そ の後 、1961年 か ら1982年 まで大 統領 とな った のが 、ア ーマ ドゥ ・ア ヒジ ョ(Ahmadou
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Ahidjo)で ある。独 立後 は、フラ ンス、イ ギ リス系資本 に よ り経営 され たプ ランテ ー シ ョン

はカ メル ー ン政府 に よ り次 々 と買収 され 、多 くの 国営企 業や 開発公 社 が 生 まれ た。 また 政

府 主 導 に よ り価 格 統制 や貿 易 の制 限 な どが行 われ た。1978年 か らは石 油 の輸 出 が本 格 的 に

始 ま り、コー ヒーや カ カ オ、バ ナナ な どの一 次産 品 の値 段 も高値 で維持 され た こ ともあ り、

年 平均8パ ー セ ン トとい う高 い経 済成長 を維 持 してい た。 しか し1986年 か ら、製 油や 換 金

作 物 の値段 が下落 し、一次 産 品 に頼 つて いたカ メル ー ン経 済は 大打 撃 を受 け、他 の ア フ リ

カ諸 国 同様 、IMFと 世 界銀 行 を 中心 に構 造調 整 計画 が実施 され るこ と とな った。 国営 企 業

の民 営化や 公 務員 制度 改革 、貿 易制 度 の 自 由化 と価格 統 制 の撤廃 な どが行 われ 、同時 に政

治 改 革 の声 も高 ま り、1990年 には複数 政 党制 の導入 が行 われ た。 その後1992年 に行 わ れ

た大 統領 選 挙 で は 、 「カ メル ー ン人 民 民 主連 合(RDPC:Rassemblement D駑ocratique des

Camerounais)」 の ポ ー ル ・ビ ヤ(Paul Biya)現 大 統 領 と、 「社 会 民 主 戦 線(SDF:Social

Democratic Front)」 の フル ・ンデ ィ(John Fru Ndi)の 一 騎 打 ち となつ たが 、 ビヤが五 選 日

を果 た した。複数 政 党制 が導入 され た ものの 、一党 支配 の状況 は今 も続 い てい る。2008年

2月 に は選 挙 制度 改革 に関す る法 律 を制定 したた め、 ビヤ の再 選 に反対 す る人 々の 間 で暴

動 が 起 こ った。

 こ う した官僚 や政 治 の腐 敗 、 また構 造調 整 計画 を経 て 、現在 も携 帯電話 会社 な どの海 外

企 業 の誘 致 を進 めた り、 国営企 業 の民 営化 によ る再 編 を行 つ た りして い る もの の、 そ こで

は人 々 の間 に大 きな所 得格 差 が生 み 出 され た とも言 われ て い る。 た とえ大学 を卒業 して い

た と して も、何 らか の縁故 が 無 い限 りフォーマ ル な仕事 に就 くこ とは 困難 であ り、 ま た都

市 で 求 め られ る仕 事 は知 的 労働 者 で あ った。 ドゥア ラで は手 押 し車 でサ ンダル を売 り、1

日わ ず か3～5ド ル を稼 ぐ人 々 の3人 に1人 は 、大学 を卒 業 した人 で あ る とい う(sikod2001)。

2.1.2 ヤ ウ ンデ 市 の 拡 大
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本研究の対象 とな るヤ ウンデ(Yaound�)市 は、カメルーン

の中央州 ムフンデ ィ(Mfoundi)県 にある。カメルー ンは1884

年に ドイツにより支配 され、その後 フランス とイギ リスによ

る植民地支配を経て1960年 に独立 した。 ヤウンデ市は1888

年に象牙貿易の拠点 として ドイツに建設 され、その後 フラン

スによる植民地支配 、独立 を経 て発展を遂げた、植民地支配

による影響 を強 く受 けた都 市で ある。 ヤ ウンデ市の人 口は

1976年 の時点で31万 人だつたが、2005年 には148万 人まで

増加 している(図3参 照)。

 ヤ ウンデ市はギニア湾か ら北東方向へ約250キ ロメー トル、

海抜750mの ところにあ り、そのため気温は比較的低 く過 ごし

やす い。先 に述べた通 り沿岸部にある ドゥアラ市は植民地支

配 以前 の15世 紀 頃 か らヨー ロ ッパ と貿易 を行 つて いた の に

対 して、 ヤ ウ ンデ 市 は ドイ ツの保護 領 として の支配 が始 ま っ

て 以 降 、 ドイ ツ が 内陸 部 に進 出 して きて 「ヤ ウ ンデ駐 屯 地

(Yaound驤鶸tation)」 が建設 され初 めて本格 的 な拡 大 を始 め る。

この辺 りで はべ チ(Beti)と 呼 ばれ るエ ス ニ ック グルー プ が居

住 してい た。

都 を移 転 、

支 配 を行 っ た フラ ンス は、

ウンデ市 を首都 にお くこ と と した(Franquevillel984)。

図3 ヤウンデ市の人ロ変化

西暦(年) 人ロ(人)

1926 5,865

1933 6,500

1939 9,080

1945 1フ,311

1952 31,783

1953 36,786

1957 58,099

1962 89,969

1964 109,185

isss 165,810

1976 313,706

1987 649,000

200 1山248,200

2005 1,489,000

出 所:1926年 か ら1976年 は

Franqueville(1984)、1987年 、

2001年 はlnstitute National de

laStatistique(2007)、2005年 は

United Nations Population

Division(2008)よ り 筆 者 作 成 。

 ドイ ツは元々 ドゥアラを首都 に していたが、その後南西部州のブエア市に首

しか しそ こで地震があつたため ドゥア ラ市 に再び首都 を移 した。その後植 民地

       ドイツが沿岸か ら攻 めて くるこ とを恐れ、1921年 、内陸部 のヤ

 とりわけアフ リカでは国内の一つの都市が巨大化す ることが多いのだが、カメルー ンは

珍 しく二つの巨大都 市を抱 えてお り、歴史的にみた場合ヤ ウンデ市、 ドゥアラ市 とともに

政治的、経済的に重要な役割 を果た してきた経験がある。現在ヤ ウンデ市は政治首都 、 ド

ゥア ラ市では経済首都 と呼ばれている。

2.1.3 ヤウ ンデ市 における小規模 自営業 と物乞 い

次にヤ ウンデ市における人 々の生活 を、路上における人々の主な活動に焦点を当てて検

討す る。 ここでは所得を得るための物乞い と小規模 自営業 を挙げる。なぜな らこれ らは後

述す る路上生活者 も行つている金銭獲得手段の一つであり、また こうしたイ ンフォーマル

な仕事に関す る多 くの研究がその市場規模 の大きさと重要性、人々の生活に欠かす ことの

できない場である点を指摘 しているためである(Maldonado1987)。

(1)物 乞い

物乞い とは、毎 日のよ うに路上 に座 り込み、道行 く人に声 をかけながら、お金 を恵 んで
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も ら うよ うに促す こ とを指 す 。身 体障 害者(ハ ンセ ン病)も 多数 い る。 彼 らの多 くは 北 カ メ

ル ー ン(ア ダマ ワ(Adamaoua)州 、 北部(Nord)州 、極 北部(Extr麥e-Nord)州 の3州 を指 す)や

ナ イ ジ ェ リア、 ニ ジ ェール 、 チ ャ ドな どの周辺 国 か ら国 内紛争や 政 治情 勢 の悪化 に よ る争

い を逃 れ るた めに、 あ るい は旱魃 の被 害 に よ り食料 が十 分 に得 られ な いた め に、都 市 でお

金 を稼 ぐこ とを 日的 と して都 市 に来 る。例 えば2008年7.月 か らの洪 水 に よ り、ヤ ウ ンデ 市

に100家 族 が家 を失 い移 動 して い る(lnternational Federation of Red Cross and Red

Crescent Societies2008)。 彼 らは、 日中 は物 乞 い を行 い、夕方 か ら夜 にな る と 自分 た ち の

家 に帰 る。家 で は数 人 が一緒 にな って1部 屋 を借 りそ こに雑 魚寝 をす るか 、路上 で 寝 泊 り

を行 ってい る。路 上 で寝 泊 りを して い る点か ら、筆 者 が対象 と してい る路上 生活者 の 定義

に含 まれ る こ とに な るが 、多 くの場合 物乞 い を行 う人 々 は故郷 とのつ なが りが強 く、物 乞

い とい う比較 的 は つき りと した 日的 を持 ち都 市 にい る点 か ら、 そ の特徴 が路 上生活 者 とは

大 き く異 な る。物 乞 い を行 う人 々の多 くはイ ス ラー ム教 で あ り、学校 で も しば しば物 乞 い

を一 つ の 仕 事 と して教 わ る こ とも あ る。1日 の 間 に物 乞 い に よ り稼 ぐ こ とが で き る額 は

1,000FCFA～3,000FCFAで ある2。 稼 ぎには個 人差 はか な りあ る よ うで あ るが、 日々の 生 活

に絶対 的 に 困 るわ けで はない 程度 の稼 ぎを得 て い る。

(2)小 規模 自営業

小規模 自営業 とは、ヤ ウンデ市でプチ ・メチエ(petit m騁ier)、 つま り人々の間で しば

しば 「小 さな仕事」 と呼ばれ るものを指す。いわゆるインフォーマル ・セ クター3と 呼ばれ

る。例 えば野菜や果物、お菓子 といった食料品、CD、 DVD、 ラジオ、延長 コー ドといつた電

気商品、洋服、靴、鞄な どを路上で ビニル シー トに広げて、もしくは木の台を作 りその上

で販 売 した り、商品を持 って街 を歩 きなが ら、道行 く人に声 をかけた り、飲食店の中でそ

れ を見せて販売 した りする仕事 を指す。 こ うした仕事は次から次へ と人々の独 自の工夫に

よ り生み出 され る。例 えば卵、ハム、フランスパ ンを多 く買つてそれ を道で料理 して売 る

人 もいれば、魚 をその場で焼いて調理 して売 る人もいる。 これ らの商品の値段は、大体の

相場 が人々の間で決 まっているものもあれば、お互いの交渉によ り決まるものもある。カ

メルー ン都市部 において、 こうしたインフォーマル部門における仕事に従事す る人 々の割

合は、就業人 口の67.4パ ーセ ン トに及ぶ。公共機関、民間を合わせたフォーマル部門の仕

事に従事す るのは12.3パ ーセン トであることと比べる と、こ うした小規模 自営業がいかに

都 市居住 民の多 くの人々にとって馴染み深い仕事であるか理解できるだろ う。 こうした小

2カ メル ー ン にお け る貨 幣 の単 位 はFCFA(フ ラ ン スセ ー フ ァ)で あ る
。1円=5FCFAで あ る(1ユ ー ロ=130円

の場 合。1ユ ー ロ=655.957FCFAは 固定)。 例 え ば庶 民 の 足 と して 大 変 多 く利 用 され る乗 合 タ ク シー 代 は

200FCFA前 後 、 食 事 は1食300FCFAか ら、 ビー ル1本500FCFA前 後 で あ る。
3イ ン フ ォー マ ル ・セ ク ター とは

、公 的機 関 に認 め られ て い る フォ ー マ ル ・セ ク タ ー で は な い 比 較 的 小 規

模 な 事 業 を指 す 。 ヤ ウ ンデ 市 のイ ン フ ォ ーマ ル ・セ ク ター を調 査 して い る野 元 は 、イ ン フ ォー マ ル ・セ ク

ター に お け る仕 事 は 「自分 た ちで 何 とか や って い る」(se d饕rouiller)と い う言 葉 で 表 わ され る点 を 強

調 す る。後 述 す る よ うに 、本 稿 で も こ う した 自分 た ちで 能 動 的 創 意 工 夫 を以 て 生み 出 され る事 業 を 指 す こ

と とす る(野 元2001)。
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規模 自営 業 は しば しば家族 単位 でな され 、子 供 た ち も多 く参加 す る4。例 えば頭 に落花 生 の

入 つた大 きなお皿 を頭 に載 せ て、 あるい は手 に ゆで卵や ソヤ(焼 き鳥 の よ うな もの)を 持 つ

て町 を歩 き なが らそれ を売 る姿 は至 る所 で 日にす る。親 が子 供 に こ うした仕事 を させ る こ

とは 多い。 これ は 「ス トリー トチル ドレン([英]children on the street)」 や 「児 童 労働 」

と呼 ばれ る社 会問題 と して一般 的 に捉 え られ るか も しれ な いが 、カ メルー ンで は働 く子供

たち の こ とをス トリー トチ ル ドレン と呼ん だ り、彼 ら子供 た ちの労働 を問題 視 した りす る

こ とはほ とん どない。 カ メルー ン国内 では5歳 か ら14歳 の子 供 の うち31パ ー セ ン トが 、

何 らかの仕 事 を行 って い る。 さらに学校 に 通い なが ら働 く子供 の割 合 は、5歳 か ら14歳

の学 校 に通 っ てい る子供 の内80パ ーセ ン トに のぼ る(Ministry of Economy, Planning and

Regional Development, National Institute of Statistics and United Nations Children'

sFund 2006:3ー4)。 仕 事 の 内容 は、 お菓 子や フル ー ツ、野 菜 な どの食 べ物 を調 理 し売 つ た

り、家族 のそれ を手伝 った りす る。 ま た こ う した子供 達 が働 く理 由は 、必ず しも家 庭 の収

入 を補 う為 だ けで はな い。 十 分 な所得 のあ る家庭 で も、将 来 ビジネ ス をす るた め に、子 供

の うちか らお 金 を貯 め てお く人や 、商 売の練 習 のた め に働 いてい る人 もい る。「学校 に行 き

なが ら商売 を してい る子供 は多 い。学 校 に通 い続 け る こ とは フ ォー マル ・セ ク ター就 業 へ

望み をつ な ぐこ とだ が 、それ が失 敗 に終 わ つた とき、 子供 の頃 の商 売 の経験 は 、方 向転 換

して イ ン フォー マル ・セ クターへ と参 入す る柔軟性 を与 え る」の であ る(野 元2001:272-3)。

2.2 路 上 生 活 に至 るま で の 背 景

2.2.1 路 上 生 活者 の 分 布 、 出 自

 本研 究で検討する路上生活者 とは、昼夜 を問わず空 き地、建物の裏、公園な どで生活、

寝泊 りをす る人々を指す。ヤ ウンデ市においてその多 くは10歳 前後か ら30歳 代までの比

較的若い世代の人々で ある。彼 らは路上やスーパーマーケ ッ トの前、空き地な ど様 々な場

所 を生活の拠点 としている。家族同士ではな く、友人や知 り合いが5名 から30名 ほ ど集 ま

って生活を してお り、日々の生活を一人で過 ごす ことはほとん ど無い。本項では以下、(1)

路上生活者の生活の場所や人数、(2)彼 らの出 自はどのよ うな ものか とい う二点について

述べる。

(1)路 上生活者の規模 と生活場所

 路上生活者 はヤ ウンデ市の様々な場所で暮 らす。 中でも筆者が中心的に調査 を行 つた、

路上生活者が最 も多 く集 まる地 区の一つである中心街(Centre-ville)地 区の路上生活者の

分布が次ページ図4で ある。 この図は筆者 が滞在 中に実際に歩き路上生活者 とともに どこ

a教 育は義務教育としての小学校6年 間
、中学校3年 間、高など学校3年 間、大学3年 間がある。原則 と

して義務教育は無償である。
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に路上生活者が住 んでいるのか、隈な く探 して明 らかに した ものである。 中心街地区は行

政機 関や 中央市場、公園、物売 りが多数集 まる、ヤ ウンデ市内の人 とモ ノが集 中す る、最

も活気 に満 ちた地区の一つである。その市内のあちこちに5名 か ら最大30名 ほ どが集 まっ

て暮 らしている。本稿 では以下、図の丸い点で示 されている、路上生活者が暮 らす場所 を

便宜的 にポイ ン トと呼ぶこととす る。彼 らが寝 るポイ ン トは、人によ り大 きく異なるが、

ず っと同 じ場所ではな く日によって異 な り、色々なポイン トを行った り来た りしている。

 また彼 らはそのほとん どが男性 で、路上生活者に聞いても女性 は自分た ちとは暮 らして

いない とい う。彼 らの話 によると、女性であ り路上 を生活の拠点 とし、かっ路上生活者 と

接点があるのは、売春を行 う女性 だけである。彼女 らはヤ ウンデ市のあちこちでは夕方か

ら夜 中にかけて現れ る。例 えば中心街地区では、北側 の市役所付近 からケネデ ィ広場 に至

るまでの道に多 くいるが、そこでは女性3～5名 と、支配人のよ うな立場 の男性 が1人 いる。

女性 が道行 く男性 を誘 い、売春行為を行 う場合は、支配人の男性 を中心に値段の交渉を行

う。値段は内容 によつて1,000FCFA～10,000FCFAが 相場である。外国人の場合は30,000FCFA

くらいは要求す る。近 くに専用の部屋があ り、そ こで売春行為 を行 う。

 次 に路上生活者の人数 に関 して述べ る。路上生活者の人数についての統計調査 は無い。

しか しス トリー トチル ドレンに関 しての行政の調査はい くつかあ り、以下で はそれ を参照

す る。 ここでのス トリー トチル ドレン とは、路上で寝泊 りをす る18才 以下の人 々を指す。

1999年 に都市省(Minist鑽e de la ville)に よ り、ヤ ウンデ市には450人 のス トリー トチ

ル ドレンが確 認 され た。 そ の後2005年 の社 会 問 題省 ム フ ンデ ィ県局(d�1馮ation

d駱artementale des Affaires Sociales du Mfoundi)の 調査 によれ ば、ス トリー トチル ド

レンは981人 と確認 されてい る。また州毎のス トリー トチル ドレンの人数 の調査が2002

年になされてお り、ヤ ウンデ市を含 む中央州、東部州、北部州の3州 を除 くカメルーン全

体 で1677人 の ス ト リー トチル ドレン が確 認 され て い る(Minist鑽e des Affaires

Sociales2008)0

 これ らをもとに して路上生活者 の人数についてある程度 の 日安 を付けることは可能 であ

る。各 ポイン トにおいて、子供 の人数 よ りも大人のほ うが圧倒的に多 く、図4の 中央部分

にあるポイン トの一つカラファタ(Calafatas)で 暮 らす路上生活者は、筆者計測時で25人 、

内18才 以下は12人 であった。 なおカラファタとは、地図上で示 されたポイ ン トの近 くの

パ ン屋 のことである。カラファタは在 カメルー ンの欧米人やカメルー ンの高額所得者 が買

いに来る有名 なパ ン屋の一つ として人々に知 られてい る。路上生活者が集 まるポイ ン トが

そのパ ン屋のす ぐ傍のため、この場所 は路上生活者の間でカラファタ と呼ばれ る。また別

なポイン トでは18才 以下は15名 中5名 、別なポイ ン トでは20名 中0名 が子供であった。

したがって路上生活者の人数は低 く見積 もって もス トリー トチル ドレンの3倍 、すなわち

2007年 の調査の数字 を使 うな らば、路上生活者はヤ ウンデ市に約3,000人 以上は暮 らして

いる計算になる。先に指摘 した ように路上生活者は同 じ場所で寝ない人 も多 く、あるいは

後述するが昼間に働 く者 もいれば夜間に働 く人 もいる。 さらに一時的 に友人 の家に転が り
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込んだか と思えば、また路上にす ぐ帰って くる人 もいるな ど、各ポイ ン トの人数の変化は

激 しい。筆者 の調査では、図にある路上生活者 が最 も集 うと言われる場所の一つである中

心街地区 とその周辺では約150名 の路上生活者 が暮 らしている。

(2)路 上生活者 の出 自

出身地 とい う観点か らみた場合 、ヤ ウンデ市における路上生活者 のマジ ョリテ ィは北カ

メルー ンから来た人々である。北カメルーンの人 口はカメルーン全体の人 口の29.7パ ーセ

ン トを占めている。 また場合 によっては隣国のチャ ドやナイジェ リアも含 めて呼ばれ る。

路上生活者が暮 らすポイン ト毎 にどれ ぐらい北部 出身者がいるかを計測 した ところ、ある

ポイン トでは30名 中25名 が、また別な場所でも、25名 中18名 が北部出身であった。社

会問題省 の 「ス トリー トチル ドレン問題」担 当者 に話を聞いて も、ス トリー トチル ドレン

の多 くは北部地方か ら来ているとい う。 このよ うに北部 と括 つてその出身地が語 られ る一

方、そこには多様性 がある。例 えば 日野5に よれば、アダマ ワ州のエスニックグループだけ

でも、バヤ、ラカ、ボロロ、ブーム、 ドゥル、フルベ、ハ ウサ、ボルヌ、アラブ ・シ ョワ、

カカ、クーティン、ニャムニャム、ブテ、ティカルな どがいる(日 野1987)。 また宗教 もキ

リス ト教 とイスラームが混在 している。 ちなみにカメルー ンの経済首都 と呼ばれ る ドゥア

ラ市では、こ うした北部出身の路上生活者が多い傾向は見 られず、む しろ西部出身が多数

を占める。西部 とは北西部州、西部州 を指す(L'institut de Recherche et des Etudes de

Comportements2000)0

 北部出身者 が多い理 由を、路上生活者やその他筆者の調査協力 を した複数名 の人々か ら

聞いたこ とをもとに、以下の二つの点 を述べておきたい。一点 日は、北部の人々が出稼 ぎ

や現在の生活 を改善 しよ うとして都市 を日指す場合 、ヤ ウンデ市が最 も行きやす く、「安全」

である、 とい う点である。最 も行 きやすい、 とい うのは交通の便、具体的には鉄道や道路

の整備 が進んでいるとい うことである。カメルー ンには鉄道が ドゥア ラ市か ら北上 しヤ ウ

ンデ市を通つてガ ウンデ レ(N'Gaound駻�)市 にまで延びている。鉄道の速度は遅いた め、何

人かの路上生活者 は走っている鉄道に飛び乗つてヤ ウンデ市に来た と証言 している。 さら

に国道1号 線 がヤ ウンデ市か ら極北部州にまで比較的 しっか りと整備 されている。 この よ

うにカメルーン国内でみれば、北部か らヤ ウンデ市のアクセスは比較的容易である。

加 えてヤ ウンデ市は一般的に 「安全」 と言われ ている。 これは周辺の都市 と比べ て述べ

られ ている。例 えば隣国のナイジェ リアの首都 アブジャや ラゴスは、治安が極 めて悪い こ

とで知 られている。またカメルーン国内で大きな都市はヤ ウンデ市 と ドゥアラ市だが、経

済の中心地である ドゥアラ市はヤ ウンデ市に比べれば治安が悪 く、加 えて高度 が低 いため

気温が とても高 く暑苦 しく、過 ごしに くい とい う。それ に対 してヤ ウンデ市は、行政機関

が多数 あることもあつて治安が良 く、また高度 は750m程 の ところにあ り、年間の平均気温

5例 えばアダマワ州の州都であるガウンデ レ市では、部族間の複雑な関係性や生業分化がある。 日野

(1987)を 参照。
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は23度 前後 と、高温多湿の ドゥアラ市 と比べてかな り過 ごしやすい。 これ らの理由か ら、

ヤウンデ市は北部地方 の人 々にとって選択 されやすい場所 となつてい る。

二点 日は北部の家庭環境の影響 である。以 下は筆者 があとに述べるAと 呼ばれ る人物 と

その周 りにいた数名の人々の話をもとに構成 した、北部地方の人々の生活である。

AとAの 周囲にいた路上生活者による北部地方の家庭状況 に関す る証言

 もし母親 が亡 くなつた場合、子供は別 な母親 の ところに引き取 られ る。 北部

の村では一夫多妻が色濃 く残 ってお り 、また通常子供を育てるのは母親 である

とされるため、子供 は父親 が暮 らす ところとは別場所の、母親 が暮 らす家 で育

つ。 しか し母親 はお金が十分 に無 いにも拘わ らず無計画な妊娠 ・出産 を行い子

供だ けが増えるので、引 き取 った子供を本 当の子供 と平等 に世話 をす るこ とが

かな り難 しくなる。 また稼 ぎ手である父親が亡 くなった場合、残 された母親達

とその子供 は、仕事 も無 く親戚や近隣の住民 を頼 るしかない。しか し周 りの人々

も同様 に貧 しい生活 を強い られてこ とがほとん どであ り、彼 らは以前にも増 し

て貧 しい生活 を送 る。最悪の場合親子で、あ るいは子供が路上での生活 を強い

られ ることもしば しばある。そ してこ うした貧 しさは、計画性 の無い結婚 が原

因の大きな一つである とい う。す なわち多 くの人数 を養 うだけの収入 が無 いに

も拘わ らず、男は多 くの妻を持ち、女は多 くの子を生むのである。

 こ うした北部地方の貧困 と 「伝統」が原因であるとい う語 りは多 くあ り、同様の証言 を

他 の北部 出身の人々にも、行政の人々にも、また筆者 の調査協力者の証言か らも得 た。一

夫多妻に関してだが、カメルー ンにおいて結婚 している15歳 か ら49歳 の女性 の うち、一

夫多妻の人は28パ ーセ ン トにのぼ る。 とりわけ北部地方 であるアダマワ州 が38パ ーセ ン

ト、北部州が42パ ーセ ン ト、極北部州が42パ ーセ ン トにのぼってお り、北部地方は他 の

地域 よ り割合 が高い(Ministry of Economy, Planning and Regional Development 2006)。

確 かに、こ うした一夫多妻が多い ことと、貧困が重な り、子供たちや若者たちがお金 を

得 るために都 市へ行 くことが要請 され る構 造は想定できるかもしれない。 しか し上述 した

家庭環境 が北部地方 に共通す るか どうかは、慎重に検討す る必要がある。例 えば先に述べ

た証言は筆者 の加筆 ・修正があるものの、いかに西洋的な生活環境 と異なるかを意識 した

説明がな されている。そこには北部地方の多様な生活環境を彼 らが一面的に捉 えることに

よってな される説明であ り、現実 とは異なる思い込みで語 られ ている可能性 は大いにある。

この点 を、次項でなぜ路上生活者 が路上での生活を選 んだかについて検討 をす ることで分

析する。

 以上、 なぜ北部 出身の人々がマジ ョリテ ィとなっているのか とい う疑問に対 し、(1)ヤ

ウンデ市への移動が比較的容易で、また 「安全」である点、(2)北 部の貧困 と 「伝統」が

関連 していると語 られてい る点の二つの示唆 を述べた。



第2章 力メルーン・ヤウンデ市の路上生活者 23

2.2I 2 路 上 生 活 とい う選 択

路上生活者 の多 くはヤウンデ市出身ではない。彼 らが路上生活を始める以前は どのよ う

な生活 を送つていたのだろ うか。そ こか ら路上生活 を選択 した(も しくは、選択せ ざるを得

なかつた)背 景 を、い くつかの彼 らの証言か ら検討す る。

S(10歳 ・男)の 場合

ガ ウンデ レ市か ら来た。母 は小 さい ときに病気のため亡 くなった。その後オバ

の家で暮 らす ことになったが 「住み心地が悪かつた」。兄は家を出てヤ ウンデ市

に行 つた とい う話 を聞き、 自分 も兄 を頼 って家 を出ることを決意 した。 しか し

今でも兄を見つけ られていない。 「住み心地が悪い」 とい うのは、オバの家 で、

もともとその家で暮 らす実の息子や娘 と、自分への対応が余 りに異なったた め

である。例えば学校には行かせて もらえず農作業 をす るよ う指示 された り、彼

らとは一緒に食事を させてもらえなかった りした。

M(17歳 ・男)の 場合

北西部州 にある村 から来た。父親が浮気 を し、自分の母親 との関係 が悪化 し離

婚 した。その後 、浮気相手の家で暮 らす こととなった。 しか しそ こでの生活に

馴染 めず家 を出ることを決意。 ドゥアラ市、ブエア(Buea)市 な どを点々 と し、

ヤ ウンデ市 に来た。 ヤ ウンデ市は他の都市に比べ比較的安全で食べ物 も探 しや

すいため、居心地は良いとい う。

A(31歳 ・男)の 場合

ヤ ウンデ市に来たのは11歳 の時。以来20年 間路上での生活を続けてい る。ガ

ウンデ レ市出身。父母が離婚 した後 、母親 と二人 き りでガ ウンデ レ市の路上 で

暮 らしていた。父親 には多 くの妻がいた(何 人かは把握 できていなかった、忘れ

た)。 その後母親 は父親 と離婚 した。母親は離婚する前か ら精神的に不安定(1a

folie)で あった とい う。 ある 日母親 が トラクターに轢 かれ亡 くなつた。 一人 に

なった。その後仕事や食べ物を求めてヤ ウンデ市に来 ることを決意 した。

 このよ うに家庭の問題 をきつかけ として都市に来 る人々は多い。最初のSの よ うに、母

親や父親 が亡 くなっているケースは多 く見 られた。ただ し追記す ると、Sは 、友達5人 と

一緒 にヤ ウンデ市に来てい る。5人 は親戚関係ではな く、あくまで友達であつた。5人 全員

が家庭内の問題 を抱 えてい るわけではない。筆者の印象 としては、家庭の問題云々 もある

が、友達5人 と一緒にいることに より列車に飛び乗つて都市に向かつて出て行 くとい う冒
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険心のよ うなものが生まれ、そのままヤ ウンデ市に来た と感 じられた。

 またテ レビを見れば、彼 らは都市の巨大な建物や多 くの人々をみて、それに憧れ る、 と

いった状況は起 こり得 る。実際にお金 を稼 ぐために来た と言 う15歳 前後 の人々の多 くが、

そ うした都市への憧れ、例 えば都市で仕事 をして大も うけす るとい う 「夢」 を抱いて都市

に来ている。つい1日 前 にヤウンデ市に来たとい う10代 後半の男性 は、ヤ ウンデ市到着後

1日 に して路上生活者の仲間入 りを果た し、路上での生活の仕方を教わつているところで

あつた。彼が筆者 との話の中で繰 り返 し主張 していたのは、「仕事がほ しい、仕事 をしてお

金 を稼 ぐためにヤウンデ市に来たのだ」 とい うことであつた。

 その他、路上に出てきた理 由として以下のような証言 もある。

     ・両親が死亡 し、別な家族に引き取 られたが、学校 にも行かせ て くれず、邪 魔

    者扱いばか りされ たのに耐え られ なくなつた。

     ・友達 とシンナーやマ リファナ を吸いた くて、家では両親 に怒 られるため外 で

     吸 うよ うにな り、それが両親 にばれて、そこで喧嘩を して家を飛び出 した。

     ・両親に とつて学校に通 うことよりも商売の術 を身 につけることが重要 と言わ

    れ、子供 の うちか ら家を出て行か され都市で稼 いで くるように指示 された。

     ・軍隊で働いていたが、武器 を外部 に売ろ うとして逮捕 された。その後刑務所

     を脱獄 した。

     ・ただ面 白そ うだから友達に付いてきて気づいた ら路上にいた。

 人々が路上生活者 となる所以は一概 には説 明できない。 しか し路上生活 となる人 々の共

通点 として、親戚や同 じエスニ ックグループなどの人々との関係性 が著 しく弱 くなつて し

まつている点は指摘できる。弱 くなるとは、例えば何 らかの理 由で親族 との関係性 が悪 く

なつた、関係性 自体 を失 つて しまつた、あるいは自ら関係性を絶ったことを言 う。先 に述

べたよ うに両親が亡くなった り、 しか も両親以外の親戚 との仲が悪かった り、また麻薬を

使用 した り罪 を犯すな どで親戚が 自分を相 手に して くれなつた り、反抗期のため、あるい

は両親の不仲を見てい られないために、自ら関係性 を絶つな どである。行政 による社会保

障サー ビスがほとん ど提起 されてない状況下にあつて、血縁を基盤 とした互助は第1章 第

2節 第2項 で指摘 した ように、 日々の困難 への取 り組み として重要である。路上生活者 の

場合 こ うした血縁の希薄化によ り互助行為に参与できない場合、人々は より多 くの困難を

背負 うことになる。

以上、第2章 ではカメルーン ・ヤ ウンデ市の成 り立ち、ヤ ウンデ市の路上で生きる人々

を概観 しなが ら、路上生活者の出 自と分布 を明 らかに し、なぜ彼 らが路上で生活を してい

るのか、彼 らの証言 を示 した。続 く第3章 では、こ うした路上生活者が 日々 どの よ うな生

活を送 っているのか、互助行為 と争いに着 日しなが ら検討 を行 う。
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第3章　路上生活者の 日常生活 と互助/争 い

は じめに

本章は路上生活者の 日常生活を彼 らの互助 に着 日しなが ら描 き(3.1)、 一方でそ うした 日

常生活の中にどのよ うな争いがあるかを検討す る(3.2)。互助行為は先行研究にある講 に見

られ るよ うな組織化や、 日常生活に大 きな影響 を与 える規模の大きなものは見 られない。

ここで見 られ る互助は極めて小規模で、当事者 自身が特 に意識せず とも行っている。重要

なのはこ うした互助が 日常生活のあ らゆる場面で見 られ、その中で争いが互助 を基盤 とす

る生活 の中に どのよ うに起 こっているのかとい う点である。

 日常生活 とは、無意識的にその人のルーテ ィンに埋 め込 まれている毎 日ほとんど変わ ら

ず行われ ている言動であ り、以下の第1節 ではそれ を4つ の生活の場面 に分 けて考 えてい

く。それぞれ の場面は、筆者が、互助が典型的に多 くみ られると考 えられたものを選び、

その場面の様子 をできるだけに中心に描 くことを行 っている。

3.1 路 上 生 活者 の 日常 生 活

3.1.1 お 金 を 得 る

 「子供 の方が 目ざとくお金を得 る方法を見つけられ るかも しれない。大人のほ うが細か

い、丁寧 な作業ができるのかもしれない。ま、いずれにせ よお金を稼 ぐ方法なんてい くら

で もある。」こう述べ るのは洗い場(写 真1参 照)で 自分の体 と服を洗いそれを下着1枚 姿で

干す、ある一人の男性 であった。路上暮 らしを始めて十数年、年齢 は30歳 代後半である。

路上で暮 らす と言 うが、彼には今小 さいが家がある。また彼の兄はタクシー ドライバーを

してい る。兄は家が無 く車の中で寝泊 りを している。彼が干 しているのはカメルー ンでは

日常の服装 として着 られているサ ッカーのユニフォー ムと短パン。

 「その辺 りの店(飲 食店)の 皿洗いを1、2時 間、ペ ッ トボ トルや ビン集め、少 し資金があ

れば物売 り、子供な ら物乞いを してもどうにかお金は手 に入 る。 もちろんそれ で十分 な額

のお金 を、安定 して得 られ るかは別だが。け どそれ を言い出 した ら、ヤ ウンデ市中の多 く

の人々が(フ ォーマルな)仕 事を持っていないのだから、(路上生活者であろうとそ うでなか

ろ うと)話 は同 じだが。」ヤウンデ市において人々は様 々な工夫をこ らして仕事を生み出す

(第2章 第2節 第2項 参照)。 勿論それは路上生活者 にも当てはまる。以下でそのい くつか

を紹介す る。



zs

写真1洗 い場(筆 者撮影) 写真2露 店での残飯(筆 者撮影)

 「タカシ、見て くれ これ を。」Hは 自慢あ り気 にい くつかの工芸品を持 ちだ した。カメル

ー ンの国旗 の色である緑、赤、黄色 をあ しらった80cm程 の立派なバ トンである。その数 日

後、彼 はTAKASHIと 名前の入ったバ トンを作って くれた。誇張な しにそれは素晴 らしいで

き栄 えの作品であった。Hは 自分の手先の器用 さを利用 して こうした工芸品作 りをある店

で手伝 つているのである。給与は月5,000か ら10,000FCFAで 、この額だけでは一人だけで

家 を借 りた り食事などを した りしてい くことは困難だ と説明 して くれた。 こうした工芸品

作 りの仕事は、Hの 紹介で3名 ほどの路上生活者 が行 つている。

 「水はい らんか～水、水、水、水!」 タンクを リヤカーで引き、小 さなカ ップをい くつ

も持 つて歩 く男 を鉄道駅で見かける。彼 の仕事は道行 く人にカ ップ1杯 の水を売 るこ とで

ある。カ ップ1杯25FCFA。 水を買 う人はその場でそれ を飲む。ヤ ウンデ市は比較的涼 しく

過 ごしやすい と言われ るが、それでも 日中は 日が照 つて暑い。そのためこうした手軽 に水

を飲 むことのできる場の需要が高まるのである。

 その他、プラスチ ックケースにパンやジュースを入れて売 り歩 く人々 もいる。高級 レス

トランの前に並ぶ車を洗車す る人々 もいる。先 にも述べた とお り、 こうした仕事は路上生

活者ではない人々も行 っている。 これは人々が様々に生み出す ものであ り、例えば金銭 を

多 く持っていれば、雑貨 を買い込んで売 りに歩 くこともできるか もしれない。そ して これ

らの仕事 を得 るには、別な仕事をす るために今 まで使 つていたものを別な人 に受け継 いで

もらった り、 自分が してい る仕事を他 の人に紹介 した り、初期投資できる少 し多めのお金

を出資 し合った りす る必要がある。 これは路上生活者であろ うとそ うでなかろ うとなされ

る重要な互助行為である。

 ではこ うした伝手がなかった ら、初期投資す るお金がなかった ら、あるいは公用語であ

るフランス語が十分に使 えなかつた ら、人々はどの よ うにお金を得るのだろ うか。

夕方16時 頃、中央市場の近 くにペ ッ トボ トル集 めをす る3名 の子供たちがいた。手 には

大きめの袋を持ち、使い終わ つたペ ッ トボ トル、 ビン、プ ラスチ ックケースな どを入れて

いる。町 のあちこちにある大 きなゴミ箱を探った り、路上で物品を販売 している人々に声
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をかけた り、周辺 に落ちているものはないか探 した りしなが ら町中を歩 く。 日中は暑いの

で、 日が傾 きだす16時 頃か ら、暗 くな り始める18時 過 ぎまで歩き続ける。

ペ ッ トボ トル集めは10歳 代の比較的若 い路上生活者が行 う仕事の一つである。これは一

人で生活 していてはできず、多 くの人数で協力 して行 われ る必要がある。なぜ ならペ ッ ト

ボ トルを何 日間も盗まれることな く保管 し、多 くのペ ッ トボ トル洗 つた り、モ コロ(Mokol・)

地区に売 りに行 った りしなければな らない。 こ うした作業は一人では困難であ り、互助が

必要 である。集 めたペ ッ トボ トルは通常1本1本 綺麗 に洗い、ナイ ロン製の大きな袋の 中

に集 め られ、モコロ(Mokolo)地 区で売 られ る。多 くの場合1.5Lの ペ ッ トボ トル約50本 が

入ってお り、一袋2,000～3,000FCFAで 売 る。その他、ウイスキーな どのビンや プラスチ ッ

クケースも売 る。一人で数本を集めてそれ を売 るのではな く、皆で集 め、それを徐 々にた

くさん貯めてか ら売るのである。 こうして大量のペ ッ トボ トルを貯めることは路上生活者

が暮 らすポイ ン ト毎で行われ る。従 って10歳 代の人が暮 らすポイン トならばどこにでも大

きな袋が置かれ、ペ ッ トボ トルを貯めている。先に述べた子供たちによれば多 くて1日 に

25本 ものペ ッ トボ トル を集 める。ペ ッ トボ トルはスーパーマーケ ッ トから小 さなブティ ッ

クに至るまで様々な場所で売 られ、1.5L入 りの ミネラル ウォーターや、ジュースを入れ る

のに使 われ多 くの人々が利用 している。集 めるだけの手軽にできる仕事のため、多 くの路

上生活者 が行 っている。

 その他、山の ように積まれた使い捨て られたサンダル、服、 コンピュータ部品、イ ンク

カー トリッジなど々を修理 して、あるいはバ ラバ ラに して再び売ることも、お金を稼 ぐ方

法の一つである。 これ らはごみ箱か ら探 してきたものがほ とん どである。また車がパ ンク

した際に、 トランクにあるスペアをつける作業を運転手の代わ りに行 うこともある。車を

持つ人は多 くの場合 ある程度お金 を持 っているので、手が汚れ るタイヤ交換 の作業 を素早

く丁寧に こな して くれる路上生活者の仕事ぶ りに思わずた くさんの小銭 を渡す ことも多い。

 そ して物乞い も行 う。 これは子供たちが得意である。通常は一人か少数の人数 で行 う。

欧米人や見た 日でお金を持っていそ うだと感 じられ る人には特に頑張 つてねだれば得 られ

ることが多い。一般の人 も個人差はあるが子供 に何 も渡 さず放ってお くのは 「良心が痛む」

(調査協力者、及びその友人談)た め、できる限 り協力 したい とは思い、小銭 を渡す こ とも

多い との ことであった。

 このよ うに、互助行為 を通 しての現金獲得が様 々な工夫の下に行われ る。 とりわけペ ッ

トボ トル集 めは子供たちにとって 日々のルーテ ィンに取 り込まれている大切な金銭 を得 る

ための動きである。 同時に、 ごみ箱や路上に落ちている有価物 と思われ るものを集 め、何

かお金 にな らないか、無理な らせ めて遊び道具にならないかな どを思案す ることも、一人

ではな く皆でなす ことによって様 々にアイディアを考えることができ、 より新 しい発想を

生む可能性の幅が広が る。物乞い も同様で、 どこで、 どんな人に声をかけた らよ りお金が

得やすいのか とい ったノウハ ウが広が り受け継 がれ る。
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 さらに、現金獲得の手段 として トンチンと呼ばれ る庶民金融がある。路上生活者が行 つ

ていたものは回転式貯蓄信用講 と呼ばれ るもので、特に発展途上国 と呼ばれ る国 と地域に

おいて しば しば見 られ る。筆者が実際に観察 したものは以下のよ うな形で行 われた。2週

間か ら3週 間に一度8名 の同 じメンバーが集 ま り、各 自に番号を振 る。各 自が500FCFAを

手元に支払 う。 さいころを転が し、出た番号の人が手元にあるお金 計4,000FCFAを 得 るの

である。 こうして得 られたお金 は、何か仕事を始 めるときの最初の資金や、少 し高い靴や

洋服を買 うために使用 され る。

以上見て きたよ うに、人々の互助 はとりわけお金の獲得 とい う観点か らみる と色 々な場

面で行われる。 ともに仕事 を探 した り、仕事を した り、仕事 を紹介 した り、 トンチンを行

つた りと、そのあ り方 は多様 である。 こうしたいわゆる所得の向上のための互助のみな ら

ず、生活のあらゆる側面において、互助 があることを以下で さらに詳 しく述べてい く。

3-1.2 衣/食/住

 「なんでこんなに火 を強くしたんだ!せ つか くの魚が一瞬で丸焦げ、 しか も中身はまだ

半生 じゃないか1」 珍 しい光景を 日にする ところか らその 日の筆者の町歩きは始 まつた。

カメルー ンでは皆料理 がとて も得意である。路上生活者 でも勿論それは変わ らない。 しか

しここでは大 きめの魚2匹 の調理 をめ ぐつて言い争いが起 こっていた。 どうや ら年長者 が

年 下に料理を任せていたところ、彼がちょっとよそ見 をした隙に魚が大変なことになって

しまつたよ うである。 味付 けの仕方な どまで先輩が丁寧に見本 を見せている。先輩 とは、

年齢が上であった り、より長 く路上で生活 した りしてい る人 を指す。ここでは23歳 の先輩

が調理方法を説明 していた。

食事 の仕方は多様である。食事 をともにす る場合、多 くの場合それはポイ ン ト毎でな さ

れ る。最 も理想 とされるのは、ポイ ン ト毎に皆でお金 を出 し合い、調理 して一緒に食べ る

や り方である。それが最 もおい しく栄養 もある。お金 の出 し方にも工夫がある。例 えばそ

このポイ ン トの リーダーが500FCFA、 リーダー と一緒にいる年上の人たちで、かつ仕事が

安定 している者 は500FCFA、 他 の者 は300FCFA、 子供 たちは100FCFAず つ、とい った具合で

ある。お金がない とい う子供 は、次回 こそ どこかで見つ けてきて、出す ように指示 を受 け

る。 お金 を出 していないからと言って、そ こでは食べることができない とい うわけではな

い。 こうした皆で作つて食べることが食事の仕方 としては理想的なのだが、なかなかでき

るものではない。ポイン トによるが多 くても月に2～4回 程である。いずれ にせ よ一緒 に皆

で食べ るとい うのは大事に されてお り、例 えば調査 に協力 してくれた路上生活者が暮 らす

あるポイン トでお米をプ レゼ ン トしたことがあつたが、その時は仲の良い人たちが多い別

なポイ ン トの人々 も呼んで皆で食事を とっていた。
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他の方法 として、バー6や露店 を何軒か回 り、そこで客が食べた食事の余 りを小 さな ビニ

ル袋に入れ集 め、ポイ ン トに持 ち帰ることもある(写 真2参 照)。 そ してそれをみんなで食

べ る。露店によつては、こ うした食事の余 りが出る度に皿によそっておいて、路上生活者

が食べ物 を探 しに来た らそれ を渡 した り、サー ビスで1品 増や した りす ることもある。

 さらに露店の人が、路上生活者が暮 らす ところに出向き、余った食事 を夕方か ら夜 にか

けて100FCFAか ら200FCFAで 安 く売ることもある。他にもごみ収集の箱か ら、 フルーツや

野菜、魚 などの調理の残骸 となつた骨や皮 をかごに入れ集め、全て しつか りと焼き食べる

こともある。町で売 られている食べ物 も比較的安価 なため、 しばしば利用 され る。例 えば

朝食 として食べ られ るベニエは1個25FCFAく らい、昼食 も一般 には300FCFAく らいか ら食

べることができる。 もし手元にお金があれば、 こうした食事 も行われ る。

 このよ うに食事 においても互助行為は顕著に見出され る。一人で食事を確保す るよ りも、

その時々でお金 を持つ ものや食事を何 らかの形で多 く得 ることができた ものを中心 として、

皆で食べ る。 こうした行為は当た り前のよ うにな され てお り、食事の確保 に関す る リス ク

は大幅に削減 され る。なぜな ら毎 日の食事は一人ひ とりに とって死活問題であ り、そこで

はお互いが確実に食事 を毎 日得 られ る状況 を作 る必要があるためである。一人でいる場合 、

もし当人が病気になった り、 どれだけ探 して も食事 を見つけることができなかつた りすれ

ば、彼 は食事を全 く口にす ることができなくなる。互助 はこうした リスクを防 ぐ。また月

に数回皆でお金を出 し合つて行われる食事では栄養のバランスを考慮 してお り、よ り楽 し

く栄養のある食事 を得 ることができるのである。

 同様 に衣類や寝床 の確保にも互助は見 られ る。衣服は毎 日同 じ服 を着ている人 もいれ ば、

年上のお しゃれが好 きな人に多いが、 しば しば色々な服を着てい る人 もいる。服や体 を洗

う場所は大体決まってお り、そ こは皆で共同で使われ る。図4の 地図にあるよ うに、い く

つかの小川の ような ところがあ り、そこには排水が流れてい るのだが、そこで服や体 を洗

つてい る(写 真1参 照)。 前項の冒頭で述べた彼 もそ うである。 そのほか、カ トリックによ

り建 設 され たス トリー トチル ドレンの ため の支 援施設 で あ るエ デ ィマ社会 セ ン ター

(Centre SocialeEdimar)に あるシャワー を使 うことも可能であ る。 ここでは平 日9時 か ら

17時 まで、シャワー、及び石鹸の無料貸 し出 しが行われ、また施設内にある卓球台、サ ッ

カーボールの利用ができる。

 夜寝 る場所 は空き ビルの外にある階段 、ビル の谷 間の空き地、車道、スーパーマーケ ッ

トの前の駐車場、広めの歩道、大きな木の下な どがある。ヤ ウンデ市は夜間の気温が 日中

と比べる とかな り低 く、また雨季になると毎 日のように雨が降 るため、雨を しの ぐ場所を

探す必要がある。空 き地に簡易的な 「家」 を作ることもある。比較的 しっか りした木の棒

を支柱 として、その周 りにダンボール とナイ ロンを張 つたもので、中にはベ ッ ドのマ ッ ト

6バ ー とは高級感のあるカクテルやウイスキーなどを提供する、静かなところではない。大音量でテ レビ

を見たり友人たちとおしゃべりをしたりしながらビールや ジュースを飲む大人たちの憩いの場である。
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レスを置 くこともあ る。体 を小 さくしてベ ッ ドに3人 、地面に3人 の計6人 ほどが中で寝

ることができる構造 となつている。 雨が降ると天井 に水がたまるため、ナイロンやダ ンボ

ールは頻繁 に取 り替える必要がある。夜寝 る場所を ともにすることは、一人で寝 るよ りも

リスクが少ない。一人で寝ていた場合、犯罪や暴力沙汰 に巻 き込まれた り、警察や憲兵 に

取 り調べを受 けた りした場合 ど うすることもできず、ただ持 ち物 をすべて取 られて しま う。

荷物の管理 も、後述す るが盗難は しば しばあるものの、共同で管理することができる。

3.1.3 ドラ ッグ/健 康

 「ちょうだい よ～お願いだ よ～。」 「だめだめ!は い向 こう行 つて～。」 「イヤだ～お願い

～!」 「だめだよ～!」

 有機溶剤7の 吸引が とりわけ好 きなS(10歳 ・男性)が 、年上の何人かに有機溶剤 を分 けて

くれ るよ う懇願 している。周囲の人々はそれを半分笑いなが らも阻止 しようとす る。 こう

したや り取 りが十数分続いた後、先輩たちは彼 に有機溶剤を与え、彼 はそれ を満足そ うに

吸っていた。Sの 粘 り勝 ちであつた。

 有機溶剤 は、特に若い子供(10代 前半)を 中心に盛んに吸われている。ほ とん どの場合靴

の補正な どのための強力な接着剤を使い、 ビニル袋にそれを入れ、その蒸気 を吸引するタ

イプのものである。靴の補正を実際に仕事に している人がいることもあ り、接着剤 は手軽

に手に入る。上述 したよ うに依存性が強 く、30歳 代の人でも吸ってい る時がある。

 またマ リファナ も広 く使用 されている。有機溶剤 は年齢の低い子供を中心に使用 してい

るのに対 し、マ リファナは主に10代 後半か ら大人を中心に使用 されてい る。摂取方法は、

紙に巻 きつけたものに点火 して吸 う方法である。マ リファナが直接の原 因か どうかは不明

だが、マ リファナを特に多 く摂取す る人だ と、ある 日突然筆者 のことを忘れてい る、前 日

は叫ぶ よ うに会話 していたのに、次の 日にはほとん ど喋 ろ うともしない、人が通るたび に

かな り怯えている、な どの変化が見 られ る8。マ リファナは安価で取引されてお り、1本 約

100FCFAで ある。 マ リファナはカメルー ンでも違法 ドラッグの一つ としてその所持 、使用

が法律で禁止 されてい るが、闇市場9か ら多量に路上生活者の手に渡 つている。これ は違法

7有 機溶剤には急性効果(吸 ってすぐに現れる症状)と 慢性効果(長 期に吸っていると現れる症状)が ある
。

急性効果としては吸引するとす ぐに有機溶剤の中枢神経に働 きかける作用から酩酊から麻酔に至る意識
レベルの低下があり、発揚的、多幸的、刺激的な酔いを感 じた り、のどの渇きや空腹を忘れた りす ること

ができる。一方で知覚異常(形 、色、明るさの変化など)や幻覚の作用がある。また長期的には、精神的障

害としていらいらして落ち着かない状態になったり、逆に無気力でだらしがない状態になつたりす る。通

常これらの症状が混在 して見られる。一方身体的障害は多彩であるとされ、慢性気管支炎(咳や痰)、抹消

神経炎(手 足のしびれ、歩行困難、筋肉萎縮)、視神経萎縮(複 視、視力低下)、再生不良性貧血(め まい、

息切れ)、肝障害(肝機能障害)、 脳の萎縮(脳波異常、痴呆)な どがあるとされる(財 団法人 麻薬 ・覚せ

い剤乱用防止センター2009)。
A筆 者は医療従事者ではないため、原因といえるかどうかは分からないが、こうした症状が特に有機溶剤、
マ リファナを多く吸っているものに見 られたため、少なくとも関連性はあると考えられる。
9非 合法な品々を取引する市場を指す

。闇市場の取引にかかわ りを持つ人に話を聞いたが、闇市場ではマ

リファナのみならず様々な薬物や銃器なども取引され、そうした取引に路-上生活者が関与することもある
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ドラッグのた め町の中で堂々と吸 うことはできず、吸 う場所はい くつかのポイ ン トに限 ら

れている。

 また出回 ってい るわけではな く一部の人 しか持たないが、睡眠薬(も しくは精神安定剤)

とされ るジアゼパ ム10がある。 これ もマ リファナ同様大変安価で入手できるもの とされ 、

10ミ リグラム約100FCFAで 購入できる。気持 ちよく眠 りたい時に使 うとのことであった。

その他、酒、タバ コは年代を問わず利用する。酒は ウイスキーが多い。 ビニル袋に入 つた

安いウイスキーがあ り、子供 も大人 もそれをよく飲んでいる。

 こ うした ドラッグや酒、タバ コの使用で健康上の リスクは高まっている。互助はこ うし

た ところでもや は り存在 し、上述 した酒やたばこ、マ リファナや有機溶剤は共有 されてい

る。 しか しここで見逃せないのは、本項の冒頭で述べた、有機溶剤 の吸い過ぎを年長者が

止 めようとしている動 きである。「有機溶剤 は体 に悪い。ほ しい と繰 り返 し言われて も、で

きる限 り、あげない ように しなければな らない」 と述べたのは、有機溶剤 をねだる子供 を

前 に筆者 にと会話 をす る3名 の路上生活者で、いず も20代 前半の人たちで ある。彼 らも有

機溶剤 を稀に吸 うし、以前はもっと吸 つていたが、大人になるにつれて徐 々にや めていつ

た。有機溶剤 の吸い過ぎが体 に悪い ことを年下の人々に諭す一方で、子供たちは、「大人 は

有機溶剤 を一人 占め して、 自分たちには分 けて くれ ない」 と嘆 く。 ここで有機溶剤 を 「体

に悪い もの」 として認識 している理由は、いくつか考 えられる。そもそもこうした ドラッ

グや酒、タバ コが共有 されているのは、 「辛い 日々を忘れ るため」 「お腹が空 くのを分か ら

な くす るため」であるとされ る。一方で、こ うした ドラッグを使用 し過 ぎることで体に悪

影響 を及 ぼ してい る人 も稀に存在す る。「有機溶剤 をや つているよ うな子供がいた ら俺が殴

つてや る」 といつた少 し乱暴な言葉遣いが多いある男は、有機溶剤 を常 日頃か ら使 うかな

りの中毒者で、周囲か らもあま り強 く彼に文句を言った り、関わつたらす ぐに喧嘩 にな り

かねない として少 し遠 ざけ られた りしていた。 こうしたことか ら、行 き過 ぎた ドラッグの

使用が当人にとつて好ま しくない状況になつた り、周囲との関係性 に多大な影響 を与える

可能性があった りするために、「体に悪い」 とい う認識がな されてい ると考えられ る。

 ドラッグの乱用を食い止めよ うとした り、 ドラッグを奪った りす ることは、後述す る争

いの中にも見 られ る。ただ しここで着 日したいのは、大人が子供 に教育 をす るよ うに子供

の ドラ ッグの乱用 を防こ うとしている点である。即 ち、路上生活者同士の ドラッグや酒、

タバ コの互助の中で、お互いそれ らを求めて しま うことへの理解 があ り、そのためにそれ

らをともに利用す る一方で、行 き過ぎた利用は上述 した当人 と周囲への悪影響が心配 され

るため、それ を防 ぐ努力が されているのである。

ドラ ッグによる健康 に関す るリスクに加 えて、それ らがなくとも、お腹が痛い と言いな

と述 べ て い た 。
10こ れ は 日本 で も取 り扱 わ れ て い る もの で

、神 経 症 に よる 不安 ・緊 張 ・抑 うつ 、高血 圧 、易 疲 労 性 や 睡 眠

障 害 な どの 症 状 の 改 善 の 効 果 が あ る とされ る。 方 で 副 作 用 と して薬 物 依 存 に な りや す く、 け いれ ん 発 作 、

せ ん 妄 、 ふ る え、 不 眠 、 不 安 、 幻 覚 、 妄 想 な どの 禁 断 症 状 が現 れ る。
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がら うず くまって 日陰で横 になる人、痛 々 しい外傷 を見せてきて どうにか してほ しい と訴

える人は多い。健康に関す る リスクは彼 らの生活 で最 も重大な問題の一つであろ う。薬局

は市内の至るところにあるのだが、薬の値段 は安 くはなく、買 うことはまず不可能である。

一方
、小規模 自営業の一つでイ ンフォーマル に薬 を売ってい る店が路上ではい くつもあ り、

そ こでは薬局 よりも安 く様々な薬が揃えている。 しか しそれ らの多 くは薬ではない偽物で

あるti。病気や けがを した人の周 りにい るものは、傍 にいてあげた り、食べ物を持 つて き

て分け与えた りす る。お金があればそ こで薬 を購入 し、より栄養があると考え られ るもの

を与える。 これ以上の術 がないのが現状だが、同 じ路上で暮 らす人々が健康被害で苦 しむ

人に何か してあげたい と思い助 けようとす ることは、心理的な安心感 を生む と考え られ、

一人でい るときよ りも被害 を最小限に とどめることができる
。

3.1.4 警 察 一憲 兵 との 対 峙

「持 つて い るのだ ろ、 ほ ら、 かばん 出せ。」

r・ ・.o

バ シ ッ!(平 手 で顔 面 を殴 る)

「も う1回 聞 くそ 、か ばん 出せ。」

「…  」

バ シ ッ!(再 び平 手 で顔 面 を殴 る)

「お前(筆 者)は 誰 だ。 お 前 の荷物 も全部 出せ。」

(か ば ん を差 し出す。 パ ス ポー トな ど調べ られ る。 大麻 を持 って いない こ とを確 認)

「ほ ら、帰 れ 、二度 と来 るな。」

ポイン トによつては路上生活者が暮 らしてい ることが全 く一般 の人には知 られ ていない

場所 もある[2。そ うした ところではマ リファナを持つ人が多い。 そ こに 日をつけて警 察や

憲兵が取 り締ま りに訪れ ることがある。

 あるポイン トで路上生活者5名 と会話 を していた時、憲兵3名 が現れ た。マ リファナな

どの違法薬物な どを所持 していないか調べるためだ とい う。かばんを出す よ うに促す憲兵

に、わずかで も躊躇 う態度 を示 した り、言い訳を しよ うとした りする とす ぐに路上生活者

は殴 られていた。筆者 もマ リファナ所持を疑われ、一通 り調べ られた ところで解放 され た。

後 日聞いた話によると、かばんの中には現金が多 く入 っていて、もし渡 して しま うとその

i】本当に偽物かどうかの薬品の確認までは行っていない。路上で実際に薬を売る人、薬局店で働 く職員、

及びNGO関 係者からこうした情報を得た。
12路 上生活者の生活場所、とりわけ寝床については、多 くの場合かなり分かりにくく、同じ都市の人々で

もおそらくほとんど皆が知らない場所 も多数ある。路上生活者はこうした場所に住むことが彼ら自身の安

全のためだとしている。しかし筆者の印象や調査協力者の話では、都市の人々にとつては、どこで暮 らし

ているのか分からないマイナスの印象を与え、かえって路上生活者の犯罪者呼ばわりする原因を作る要素

になりかねないとも捉えられた。
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お金を全部盗 られて しま うのだ とい う。また彼 らはマ リファナ を持っていなかつたが、も

し持つていた場合、手続き上は事務所 に連れて行かれ取調べ を受けるこ ととなる。 しか し

多 くの場合賄賂を渡す ことでその場を見逃 してもらうことができ、また警察や憲兵 も最初

からそれが 日的であることがほ とん どである。 こ うした取 り締ま りの際は、警 察や憲兵 は

身体的にも社会的地位 も彼 らよりはるかに上であ り、彼 らはそれを利用する。 当然、訓練

を受けている警察や憲兵を相手に、暴力での解決を図 るのは極めて難 しい。そのため彼 ら

は取 り締ま りを受 け入れ、お金 と交渉でその場 を乗 り越 える必要がある。違法 ドラッグを

持 つてい よ うといまい と、彼 らはこ うしたハラスメン トとい うリスクを抱えている。

 こ うした リスクに対処す るため、警察、憲兵 の取 り締 ま りが どこで、いつあつたのか、

もしくはこれか らあるのか とい う情報があれば、路上生活者 の間で 口伝 えにす ぐに共有 さ

れ る。 また こうした事態に備 えて、予め皆でお金 を出 し合い、賄賂用 のお金をある程度準

備 してお くこともある。 これによって手持 ちのお金 を全て盗 られた り、執拗以上に物品 を

取 り上げ られた りすることを防 ぐことがで きる。先 にも述べたが、 こうした リスクは寝床

を ともに し、お金の準備や荷物の管理 を行 うことで、ある程度緩和す ることができる。

一方で警察 ・憲兵 との関係性が良好に構築 されていることもある。ポイン トの一つであ

る、先にも述べたカラファタはその良い例である。カラファタの裏には警察署があるのだ

が、警察がここを取 り締ま りに来 ることは全 くと言 つていいほどない。パ トロールに訪れ

ることは しば しばだが、路上生活者 の生活 を妨害す るようなことはない。言わば警察公認

の状態である。推測の域を出ないがこれにはいくつかの理由が考えられ る。例 えばカラフ

ァタには子供の数が とりわけ多 く、「ス トリー トチル ドレン問題」を扱 う社会問題省 が ここ

での調査 をしば しば行 うため、迂闊に手を出せないのではないか とい う点が考えられ る13。

また、カラファタは町の 中心部にかな りの路上生活者が暮 らす場所で、 しかも路上生活者

が暮 らす ポイ ン トとしてはかな り珍 しい ことに人の 日に さらされている。町の人も路上生

活者が暮 らす場所 といえばカラファタ、 と言 うくらいカラファタを認知 している。路上生

活者の町 の人の印象は、罪 を犯す危険な印象がある一方で、かわいそ うといった同情的な

意見があるのは、 とりわ けここの路上生活者を指 している。従 つて激 しい取 り締 ま りを行

うと町の人々の反感を買 うことに繋が りかねない。

 以上、路上生活者 の互助 を述べてきた。繰 り返すが特筆すべきは、路上生活者 の互助行

為 は特別 に規模の大きい ものではなく、 日常生活の様々な場面の中で行 われ、それ は時に

無意識的に行われている点である。 このよ うに 日々の生活に埋 め込 まれ た互助行為 は 日々

の生活の リスクや 困難への取 り組みであ り、 より良い生活 を求めるため、あるいは 自分が

持 ち合わせていない物事の補完や機会 を増やすための取 り組 みである。

13行 政 に と っ て 路 上 生 活 者 の 存 在 は 「社 会 問 題 」 で あ り
、 こ こ で は 「ス ト リー トチ ル ド レ ン(Les enfants

de la rue)問 題 」 と して 認 識 さ れ る 。 現 在 は 社 会 問 題 省(Minist鑽e des Affaires SQciales)が そ れ を 担

当 し て い る 。
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3.2 路上生活者同士の争い

3.2.1 不 平 等 な配 分 、 盗 難 、暴 力

 路上生活者 同士に見 られ る小 さないさかい、言い争い、暴力、相手を否定するよ うな態

度な どの全て を含めてここでは争い と呼ぶ。第1節 では互助行為が 日常生活 のさまざまな

場面で行われてい るこ とを描いたが、続 く本節では、路上生活者同士の争いを描いてい く。

争い もまた 日常生活の至る所で 日にす ることができる。

第1項 では、表立つて現れ る日常生活の争いはどの ような ものかを示す。第2項 では、

一見争いにな りそ うだが実はな らないAと い う人物 をめ ぐる人々の不満 ・不平について述

べ る。第2項 で述べる争いにな らない とい う事例は、第4章 で争いが起 こる条件 とその役

割について検討す る上で重要 となる。

路上生活者 の間での争 いは多 くあるが、それ らは決 して特徴的な大きな争いがあるわけ

ではない。争いは互助 と同様 に、生活のいたる ところで見かけるもので、細かいい さかい

の よ うな ものや、 自分達の主張のぶつか り合 いの ようなものである。 ただ しそ うした争い

は、頻発 している点は注 日に値す る。

例 えば第1節 で も言及 した食事の分配に関 して、それ を毎回公平に行 うことは現実 では

なかなか難 しい。例え誰かがフルーツやお菓子、または1食 分の食事を得た として も、そ

のほ とん どを年上の人々が食 べて しまい、い くらお願 い しても年下の子供た ちには分 け与

えられない といったこ とは しば しば見 られ る。あま りに分配が不平等であつた り、それが

毎回であった りした場合、掴 み合いや殴 り合いになることもある。カラファタにおいて筆

者が見た例 は、露店 の人が2名 ほど、路上生活者 のために食事を1杯200FCFAで 配つてい

た時のことであつた。その時200FCFAを 持つていたものはそれを食べることができるが、

それができないものは、お金 を持つていた り食べ物 を食べていた りするもの にそれをねだ

る しかなかった。人によってはその 日ほ とん ど何 も口に していない場合 もあったため、食

べ物を得たものへの周囲の人々の不満 はかな り大きく、激 し言い争いや、場合 によっては

複数の人々で一気に皿の食べ物 を無理や りつかみ奪 っていた。 こうした争いはポイン ト毎

にその姿がい くらか異なる。子供が多い場合、年上の人々は子供たちにもの をあげるのを

渋 る傾向がある。それは 「あげだ した ら、き りがない」ためであると言 う。確かに本 当に

あげだ していてはきりがないほ ど、子供の人数がたくさんいる場合 もあ り、平等性や 自分

の分を確保 しつつ分け合いを行 うことはなかなか難 しい様子であった。…方子供たちの主

張 を聞いてみ ると、「大人たちが一人 占め して しまつて大変なんだ よ」と言 う。まるで兄弟

喧嘩のよ うなこうした争いが 日々営まれ る。 ここでは人々は我慢することな く、食べ物を
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見つ けた ら我先に と飛び掛 る し、誰かが 自分のものだ と主張 した ら、それは違 うと激 しく

言い争 う。

仕事 において もそれ は同様で、例えばカラファタや他のい くつかのポイ ン トでは路上生

活者 が駐車の誘導を行 うことがある。それ を複数名 で行った後、運転手か らお金 を得 る と、

その分配をめぐって言い争いが起 こる。同様 に物乞いを していて一人の人か ら複数名 に対

してお金が渡 された場合、そ こでは しば しば喧嘩が行われ る。人が集まつて仕事を行 つて

い る場合、こ うしたお金をめぐる争いは後 を絶たない。 日々収入が異な り、仕事の内容 も

場合によ り様々であるために規範やルール作 りが難 しく、そのためこうした争 いを通 して

のお金の分配にな らざるを得ない点は指摘できる。

 盗難 もある。持ち物の管理は難 しく、屋根の上な どに置いて どうにか簡単には盗 られな

いよ うにするのだが、それでも無 くなる。それが路上生活者 同士によるものか どうか判断

がつ きに くい時 も勿論 ある。第1節 第2項 でHが 筆者にバ トンを作 つてくれた とい う事例

を紹介 したが、実はHは バ トンを筆者のために作った後、筆者 に渡す前 に一度盗難 に遭 っ

ている。

 さらに、 ドラッグや ウイスキー、タバ コに関 しての争いもある。第1節 で指摘 した よ う

に、Sが 有機溶剤 を使用す ることを望んでも、相手がそれ を譲 って くれない場合、 しばし

ば言い争いが起 こっていた。 とりわけ ドラッグを吸い過ぎている人 とのや り取 りは争いを

生みやすい。お互いにす ぐに争いにつなが りやすい ようない らいらした精神状態であった

り、周囲 も争いで しか人々を止めることができない と理解 していた りするため、 ドラ ッグ

を巡る争いは 日々行 われ ている。

 他 にも、次項で述べ るAや1と いった路上生活者 の代表者 たちへの評価や考えについて、

誰 をどのよ うに評価す るか、彼の判断は正 しかつたのか間違つていたのかが激 しく言い争

われ る。

 ただ し争いを抑制す るもの として、カメルーンで人々が意識す る妬みがある。妬 みが膨

らんでそれが呪いに発展す ることもあ り、実に危険である14。従つて、例 えば争 つた結果、

利益が 自分に全 くなく相手が利益 を得 るとい うことが長 く続 くことは危険である。妬みの

14例 えばゲシーレはカメルーン東部のマカ社会における呪術を調査 した。マカ社会では元来、血縁関係の

中に強い互酬と分配の義務があ り、平等性指向が強い。しかし同時に身分や ヒエラルキーが無く、個人の

達成志向も強い。したがってこの平等性 と個人の達成志向の矛盾があり、そこで妖術が生まれる。つま り

多くの富を得ている血縁関係にある人物を妖術で殺 し、相手の権力の獲得 と富の蓄積を可能にするのであ

る。こうして富の平準化が起こる。また、妖術で得た富と権力は他の妖術を持つもの同士で分け与え合 う。

したがってマカ社会において成功 したビジネスマンや政治家は妖術を使 う人物 として見られている。一方

でそれは他の人物に妖術で殺される可能性を持つ ことを意味し、彼 らの富と財力は不確実なもの となる。

こうした妖術を防ぐために、近年、特に都市において成功 したものは、その財力によつて強力な護符を身

に付けた り、呪医の助力を得た りすることで、個人の利益追求を行っていく。

これはカメルーンの多 くの地域で見 られ、妖術はもはや富の分配のために働 くのではなく、人びとが呪術

によって権力 と富を獲得 しているとされている。さらに近年ではこうした伝統的な呪術だけではなく、新

しい呪術も生まれている。富を持つ人物が若者や自分の血縁関係者を殺 し、ゾンビとして働かせるとい う

のである。これはカメルーンの都市 ドゥアラから、南西部州にまで広く存在する。ゲシー レはこの背景と

して資本主義社会において富める者がさらに富と地位を得 る一方で、貧しい者が厳 しい生活を強いられる、

とい う格差の拡大を説明するためになされると分析 している(Geschiere1997)。
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蓄積 である。それを抑制す るために、妬みが膨 らんでい る人物への次回からの財の分配は

必ず行 うべ きであるとされ るよ うになる。 こうした観点か ら考えると、争い とい うのは、

自分 が利益 をず っと受けていない とい うことを、周囲に主張す ることができるもの として

も理解できる。 この点は第4章 で詳述す る。

3-2.2Aへ の 不 満

争 いが 一 見起 こ りそ うだ が、 それ は表 面化 されず 、 あ る人 物へ の不満 を心 の 中で 多 くの

人 が思 っ てい る状態 に な る こ とが ある。 そ うした例 をAと 呼 ばれ る人物 へ の周 囲 の路 上 生

活 者 の不満 が どの よ うに形成 され て い るの かを事 例 と して以 下で は述べ て い く。Aへ の 不

満 は表 立 ってAに 向け て発せ られ る こ とは ほ とん どない。 前項 で は争 いが活 発 にな され て

い る点 を示 したが 、一方 でAに 対 して はなぜ そ うした争 いが起 こ らないの か 、 この点 を検

討 す るた めに 、本 項 で は、行 政 と路上 生活 者 とのや り取 りの中か ら生 まれ た路 上生 活 者 の

代 表 者 と して の1とAに つ いて まず述 べ て い く。

2005年 、 ヤ ウンデ 市都 市 コ ミュニテ ィ局(Communit餠rbaine a Yaounde)が ス トリー ト

チル ドレンへ の支援 、即 ち就 職先 の斡 旋 と、行 政 が働 い てい る人 々へ の生活 費 の補 助 を行

うこ とが決 定 され た。 この時 行政 との交 渉 のた め に路 上生 活者 か ら代表 者 が選 ばれ た 。 そ

れ が1とAで あっ た。1は31歳 でヤ ウンデ市 生 まれ 、Aは 自称31歳(ナ シ ョナルIDカ ー ド

に よ る と26歳)で ガ ウンデ レ生 まれ で あ り、彼 らの話 によ る と、 二人 とも他 の路上 生 活者

か ら、代 表 にふ さわ しい と推 薦 を受 けた た めに代 表者 にな った。 この時の行 政 か らの 支援

に つい て複数 の路上 生活者 に よれ ば、仕 事 の斡 旋 は仕 事 自体 が無 い ため に行 われず 、 ま た

支援 のた めのお金 のほ とん どは行 政 の担 当者 た ちの懐 に入 ってい つ た とい う。そ の後2008

年3月19日 にス トリー トチル ドレン問題 に 関す る会議 が社 会 問題省 主催 で行 われ た。そ こ

で は複数 の行政機 関 とス トリー トチル ドレンの代 表者 で あ る1とAを 初 め とす る複 数 の 路

上 生活者 が参加 して行 われ た。 この会 議 で 「ス トリー トチル ドレン問題 」 が カ メル ー ン各

都 市 にあ る深刻 な社 会 問題 の一 つで あ る こ とが認識 され 、各省 庁機 関が協 力 して それ に対

処 す る こ とが決 定 され た(Minist鑽e des Affaires Sociales2008)。 そ の後 、現在(2009年

9月)に 至 るまで ス トリー トチル ドレン に関す る実態 調査 が行 わ れ てい る と ともに、い くつ

か の支援 が実行 され た。 第1回 日の支援 と して ヤ ウ ンデ 市 、 ドゥア ラ市 のス トリー トチ ル

ドレンの 内、119人 が家 族 の元 に帰 され た(African Commission on Human and People's

Rights 2010、 及 びMinist鑽e des Affaires Socialesで 働 く、 ス トリー トチル ドレン担 当

の職員 の一 人 へ のイ ン タ ビュー)。 こ う した行政 か らの話 し合 い と支 援 が な され る中 で、ス

トリー トチル ドレン側 が 中心 とな って 、 ス トリー トチル ドレン組 織(L'Association des

Enfants de la rue)が 作 られ た15。 この組 織 が なぜ どの よ うなプ ロセ ス でで きたの か は 未

15こ こで述 べ られ て い る組 織 とは
、1'AssociatiQnを さす。 カ メ ル ー ンで は 、 市 民 社 会 組 織 には 「組 織 」

と非政 府 組 織(ONG)が あ る。 「組 織 」 を設 立 す る に は 、 メ ンバ ー 表 、事務 所 、会 計 報 告 な どを行 政 に 示 す こ
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確認 であるが、この時の行政側 とのや り取 りの中でできたもので、行政側 との話 し合いの

ため以外に何 か特別な ことを組織 として行っているわけではない。 この時の組織の代表者

が1で あ り、その代理人がAで あった。 このよ うに1とAは ス トリー トチル ドレンへ の行

政による支援 のプ ロセスの中で代表者 となった。彼 らはただ行政 と交渉を行 うのみな らず 、

周囲の路上生活者の生活環境 の改善に向けて、代表者 として活動 を試みていた。その具体

的活動内容 は後で述べ るが、 ここで指摘 したいのは、代表者が2名 いる状況がいくつかの

齟齬 をきた し始めた点である。特に2008年 の時点でAが 代理人、1が 代表者 となったのだ

か ら、Aは ある程度身を引 くべきポジシ ョンであつた。 しか しAは 、2005年 の支援 の際 に

彼が代表者 の一人 として選 ばれて以来ずつと、周囲の路上生活者、特 に言 うことを聞かせ

やすい子供たちに対 して、 自分の ことを代表者 として扱 うように強要 した。Aが ヤ ウンデ

市で路上生活 を始 めたのは彼が11歳 の時、即ち20年 前であ り、先輩 の彼 に逆 らうことは

周囲の、 とりわけ年下の人々には困難であつた。一方で彼は確かに代表者 としてふ さわ し

いであろ う様々な行動、例 えば相談所を作 り人々の悩み を聞いた り、お金の管理を した り、

見回 りを した り、行政や警察 ・憲兵 とのや り取 りには率先 して参加 した りした。1も また

代表者 として同様 の活動 を行い、周囲か ら信頼 を得 ていた。

 さて、1は 今 もある程度の信頼 を得ているのに対 して、Aは 周囲か ら不信感 を抱 かれてい

る。なぜ 人々はAに 不信感を抱 くのか、特に彼 らの人間関係 と、なかなか表面化 しない人々

のAへ の不満 に着 日しなが ら、路上生活者 の中にある、静かで複雑 な不信や不満を以下で

見てい く。調査はAと 話 を しなが ら色 々なポイン トを歩き、またAが いない ときにAの 不

満 を筆者 が他 の路上生活者か ら聞いた ことを元に検討する。

 彼が不信感 を抱かれ る理由 として、例 えば周囲の人々に無理に代表者 と認識するよ うに

強制 した り、 自分が代表 だと大々的に言 った りす ることが要因の一つになつてい ると考 え

られ る。筆者がAの い る場所を訪 ねた時も、 自分がヤ ウンデ市中の路上生活者の代表 であ

り、皆 自分を信頼 していることを何度 もア ピール していた。 こ うしたふてぶて しい態度や

頑固な態度、 自分が一番 だ と威張っている雰囲気が嫌いだ と述べる人もいた。

 加 えて彼が、正 しい ことであ り良かれ と思い行つていることが支持 されていない時があ

る。例 えばある人が路上で壊れた 自転車が放置 されてい るものを見つ けた時のことである。

前節で述べた とお り、こ うしたものは修理することができれ ば、それを売つてお金 を得 ら

れ るかも しれない と、皆は考 える。特 に自転車 は修理す ることができれ ばかな り儲か るか

とにより、基本的には誰でも設立することができる。その後その予算や人的な規模が拡大 した際に申請を

行 うことで、非政府組織 と名乗ることができる。しかし複数の組織及び非政府組織の人々から聞いた話で

は、実際に非政府組織 となるには、大金を行政側に渡 し、また極めて強い親類 もしくは仕事上の関係を行

政側の人物と持っていない限 り不可能に近いと言 う。非政府組織になると、行政からの支援により、例え

ば空港か らタクシーを無料で使えた り、政府から補助金を得る事ができたりと、多くの援助を受けること

ができる。従って 「非政府」であるはずの非政府組織は、政府 と強力に繋がつていることになる。事例 と

して、筆者が出会ったある非政府組織Cの 代表者は、以前社会福祉省で働いてお り、その上層部の人間 と

顔な じみであつたために、「様々なコネクションを使って、たまたま非政府組織になることができた」の

だと述べていた。
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もしれない。 しか しそれは捨て られた ものなのか、置いてあるだけなのかが少 し判 断 しに

くかつた。考 えた挙句、彼はそれを持ち帰 り修理 して売 ることに した。それを見たAは 、

これを盗難 と捉 え、警察に通報 したのであった。 自転車を持 つて帰った路上生活者 は、逮

捕は されなかつたものの、警察から厳 しい取 り調べ を受 けた。 自転車を持 ち帰った彼や そ

の周囲は、なぜ 同 じ路上生活者 の仲間 を警察に突き出す よ うなことをす るのだ と、Aを 激

しく非難 した。路上生活者 の話では、A曰 く、「路上生活者 が犯罪者であるとい うイ メー ジ

を払拭 したい とい う思 いが強 くあ り、こうした盗難 とい う 「逸脱 した」行為 をす る路上生

活者は許 さない、そのために通報 したのだ」との ことであった(図5参 照)。確かに町の人 々

が持つ路 上生活者への悪い印象はある16。路上生活者の代表者 として、これ以上路上生活

者 の悪い印象 を作 らないよ うにしなければならない とAが 考えることは理に叶 ってい ると

いえるかもしれない。つま り、路上生活者へのステ ィグマを払拭す るためには、犯罪 を減

らしていかな くてはいけないのである。また、こ うした警察への通報は、警察、あるいは

行政か らAへ の絶対的な信頼 を生む ことになる。 この点はAと 話す 中で彼が認 めているこ

とでもある。つま り警察や憲兵、 さらに行政か らの信頼を得 ると、何かの交渉 ごとがある

たび にAを 頼 るようになる。その結果、周囲の路上生活者に とっては、信頼 され てい るA

に警察 らとの話 し合い一 マ リファナの所持 と賄賂に関す る問題か ら、行政か ら路 上生活

者への支援、NGOに よる支援 、筆者のよ うな外部者の介入一 を任せ るしかない ことにな

16ヤ ウンデ市における路上生活者の多くが引っ手繰 りや強盗、暴力などを平気でふるう危険な人々という

印象を持たれていると言ってよい。そのため複数の路上生活者によれば、タクシーの乗車拒否をされた り、

警察や憲兵から理由も無く取調べを うけ、賄賂を要求された りすることがあるとい う。一方、先に述べた

ように路上生活を家族の問題を抱えたかわいそうな人々、あるいは仕事を探す努力を放棄 した怠惰な人々

と考える人々もいた。
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る。Aと しては代表者 としての権 限 と威厳を強め られ る。

では、そもそもなぜAは 代表者 としての地位 をこんなにも確立 したいのか。Aの 説 明や

筆者 の見解では、路上生活者が少 しで も良いイメージの下で生活を送れ るようにしたい と

か、生活の中での様々な リスクを軽減 したい とか、あるいは彼の支配欲 を満たすため とか、

色々な説 明が可能であろ う。一方で周囲の人々による説明はい ささか冷たい。確かにAを

信頼す る人は、彼の行動に しば しば感謝す るとい う。例えばもし路上生活者 が罪を犯 し逃

亡 した疑いがあると、警察や憲兵はまずAを 訪ね、彼 が匿っていないか調べた り、執拗に

彼への尋問を行 つた りする。つ ま りこ うした警察や憲兵の尋問は基本的にAに 行われ るた

め、他の人々に危害が加 わることが少な くなるのである。 さらに彼 は仕事 をしていて、家

もあるため17、例 えば病気や 怪我で苦 しい状況 にあった ら、彼 に頼ることができる。 こ う

した点に関 して彼は支持 されてお り、 しかもそれ らは他の人 にはなかなかできることで は

ない。更に彼 自身は20年 間路上で生活 し続けてお り経験が豊富であ り、彼 を頼つてア ドバ

イス を求 めると、その経験 を生か した的確な答 えが返つて くるのである 。

 しか し路上生活者 の大多数は、Aは 裏でお金や物品 を独 り占めす るために代表者 であ り

続 けたいのだ とい う。 これ は子供か ら大人 まで幅広 く聞かれた声である。筆者 が夜 中にA

と各ポイ ン トを転々 と回っていた時のことである。Aが どこかに行つたす きに10歳 代後 半

と思われ る路上生活者 の一人がこ う述べた。「これ以上あの男(A)と 話 し続 けるのは危険だ。

何 をされ るか、盗 られ るか分か らない。周 りか らも冷たい 日で見 られる。」別 の 日にも、A

のいない場所 で何名かの路上生活者に同 じ警告 を受 けた。「Aは路上生活者 から皆で食べ る

ためといつてお金 を集 め、それ を自分だけの食事や生活のために使 つてい る悪者 だ」「行政

か らのお金が消 えたことがあった。彼が全部盗んで しまったのだよ。」こ うした語 りは多い。

 しか しこうした不満 を本人に直接ぶつ けることはなかなか困難であるとい う。そ こには

多 くの力 が働 いている。一つ には彼が行政や警察 ・憲兵にある程度信頼 されてお り、極端

な話 をすれば彼の一言 で自分が監獄行 きにな りかねないためである。また彼の代表者 とし

ての権威 が強 く彼への支持 もあ り、そ うした人々か らの反感 も大きな問題 である。 さらに

彼 はほとんどの路上生活者 の、いわば先輩 である。そ うした先輩へはい くらかの配慮 と発

言を受 け入れ ることが、路上生活者同士の暗黙 のルールである。 こ うした観 点か らも、A

本人へ不満をぶつけるこ とができなくなる。

以上の ようなAとAを 取 り巻 く環境が、一見代表者 を据 えて助 け合つているように見え

る路上生活者 の内部に潜む、Aへ の不満である。人々はA自 身 に直接その不満をぶつける

ことが難 しく、また彼 のお陰で生活が確かに改善 され る可能性 を持つ とい う、 自分 自身 も

ある程度彼のお陰で利益 を得ている。その結果 、こうした不満は一部の仲間内で ささや く

ことしかできないのである。一方A自 身は代表者 としての権威 を得 る一方で、時に厳 しい

17Aは 家具作 りのノウハウを持ち、それを仕事にすることができている。自宅の家具は自分が作った もの

だと自慢 しながら、様々な家具を見せてくれた。彼は家を持つがほとんど毎日路上生活者が暮らす場所に

足を運び、路上生活者 とともに過ごす。
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取 り締ま りをす る警察や憲兵 と対峙 しなければならない。第4章 で述べるが、彼 は筆者 が

日本 にいる間に逮捕 され、そ してまた釈放 された。 この逮捕劇が彼への信頼 を著 しく低 下

させ る決定的要因 となつた。

一方
、1は こ うした不信を特に受 けていない。 もともと彼 は家 もあ り路上に頻繁 に顔 を

出す わけではない。たまに路上に顔 を出 しては、皆の世話 を して知 らぬ間に帰 ってい く。

筆者 自身 も1を 見つ けるのには苦労す るほ どで、Aに 比べると会つて話 した回数は格段 に

少ない。 そのため信頼は得ているものの、路上生活者 との深いかかわ りがあるわけでもな

い。 またAと の関係 は良 くも悪 くもな く、会つても顔 を合 わす程度である。筆者が相手の

ことを どう考えているのか聞 くと、お互いが 自分こそ代表者だ と言い合 うだけで、それ以

上語 ろ うとは しない。1は 、Aが 皆に嫌われてい ると述べ るー一方、 Aは 、自分が代表者だ と

皆に呼ばれている点や、1は 大 して路上生活者のために活動 しないが、 自分は多くの こと

を行 つている点を指摘す る。従 つて他の路上生活者か ら見れ ば、1が よ り良い代表者 では

あるものの、彼 自身が路上に姿を現す ことはそこまで多 くない。一方でAは よく路上に顔

を出 し積極的に活動を行 うも、それが しば しば路上生活者の不満 を招いて しまつている。

以上、第3章 では路 上生活者 の 日常生活に見 られる互助 と争いに着 日した。第1節 では

互助行為が どの ような場面で見 られるのかを詳細に論 じた。 そこで明 らか となつたのは、

互助行為は決 して規模 の大きい ものではな く、 日常生活の何気ない ところに埋め込 まれ 、

人々の間でなされ ている点であった。第2節 では互助 と同様 に 日常生活 には様々な争いが

あることを示 した。争 いもまた決 して規模 の大きなものではな く、 日々の生活の中での 自

己主張の一つであつた。 また争いが起こ りにくい人々の関係性があることも示 した。争い

は必ず しもどのよ うな環境下で もむやみや た らにな され るものではない。

次章では、 ここで検討 した互助 と争 いは どのよ うな関係性 にあ り、それ らがどの ように

して人々の 日々の生活実践 となつているのかを明 らかにする。
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第4章　互助 の 中の争 い

は じめに

 ここまで見てきたよ うな互助 と争 いはなぜお互いに矛盾す ることな く存立す るのか、争

いが起こ らないのはどのような場合か、 こうした疑問 に答 えるのが本章 の日的である。第

1節 では左記 の点を明 らかにする前段階 として、前章で も検討 したAの 事例 を再び取 り上

げなが ら、ヤ ウンデ市の路上生活者の場は人々の出入 りが極めて激 しく、頻繁に路上か ら

出た り入 った りする人々が多い点ことを示す。続 く第2節 では、そ うした流動的な人々の

関係性の中にあるか らこそ争 いが起 こ りやす く、一方 である程度の秩序 を保 ち、 日々の困

難へ の取 り組み としての互助行為が行われ、互助 と争 いが矛盾 なく存立す ることを示す。

4.1 流動 的 な都 市

4.1.1 刻々 と変わ る路上生活者 同士の関係 性

2009年3月17日 か ら20日 にかけて、ローマ法王がカメルー ン・ヤウンデ市を訪問 した。

この出来事は路上生活者 に大きな影響を与えた。 ローマ法王が訪問す るに先立ち、3月2

日13時30分18、 警察によって、路上生活者が暮 らすポイン トのい くつかで一斉立ち退 き

が行 われ 、さらにそこにい る路上生活者が逮捕 された。立ち退きが行われたのは一般的 に

路上生活者が暮 らしていると知 られていないい くつかのポイン トであ り、カラファタのよ

うな 日立つポイン トとは逆に、マ リファナな どの違法薬物の使用や、犯罪者 を匿っている

との印象がもたれやすいポイ ン トもあった。カ ラファタを初めとす る、 日頃か ら路上生活

者が暮 らすことが比較的広 く認知 されているポイン トではこうした立ち退きは一切なかつ

た。この立ち退きによ り、路 上生活者が保管 していたペ ッ トボ トルや調理道具は没収 され、

さらに簡易的 に木の枝や ビニルで作 られた 「家」はすべて壊 された。2009年9月 の調査時

点で、彼 らが暮 らしていた場所 には跡形も残 っていない19。Aの 話では、彼 らが罪を犯 した

か どうかに拘 わ りなく、そのポイン トにいたほぼ全員が逮捕 され、厳 しい取 り締ま りを受

けた。現在で も筆者が知 る何名 もの路上生活者 が何 らかの罪に問われ、 もしくはAの 言 う

18Aの 証 言 に よ る
。彼 は絶 対 に 日時 を 忘 れ な い と言 っ て い た 。 も し彼 の 証 言 が 間 違 っ て い た と して も、 大

き な間 違 い で は な い と考 え られ る。ま た他 の 路 上 生 活者 か ら も3月 頃 だ つた と言 う証 言 は い くつ か 得 られ

て い る。
19現 在 で は 少 し離れ た場 所 で 、 以 前 と同 様 の 環 境 を作 ろ う と して い る。
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よ うに何 の罪 も犯 していないのに、刑務所の中にいる。Aも 約4カ 月間刑務所で暮 らした

後に釈放 されてい る。

 このことが、第3章 で も述べた路上生活者 同士の関係性に どのよ うな影響 を与えたので

あろ うか。 まずAの 代表者 としての権威がい くらか損なわれている。彼がいたポイ ン トを

中心に全部 で数十名 の逮捕者が出てお り、また彼 自身 も釈放後は仕事や家を失い リスクの

高い生活 を強い られてい る。 こうした状況下にあって、Aに ついて他の路上生活者は厳 し

い指摘 を している。「彼は釈放 された後、生活がきつ くなったか らか、持 ち前の頑固な態度

で他の路上生活者の食べ物や品々を勝手に盗ってい く」、 「お金 を集 めて何かをす る と言い

なが ら、や っぱ り何 もせずそのお金を自分のものに してい る」な ど、Aへ の不信が以前に

も増 して強いもの となっていつた。そのせいか、Aも 無理 に路上生活者の代表者 として行

動 しよ うとは していないよ うに思えた。 もちろん彼 が依然先輩 として強い権 限を行使 しよ

うとする態度 にさほど変わ りはない。

また も う一人の路上生活者 の代表者である1氏 は姿 を消 した。彼 の行 き先 については依

然不明である。彼 のことを記憶 している者 もかな り少 なくなってきている。

 このよ うに2005年 以降、2人 の代表者への信頼 と不信 に基づいて築かれていた路上生活

者 の関係性は、今や より単純化 されてきた。すなわちAと 彼を嫌 う路上生活者、 とい うよ

り単純な関係性である。 さらにAへ の語 りの中で、先 にも述べたような彼の 自分勝手な行

動へ の非難は多 くあつた。こうした行動への非難は、以前はAが 担保 していた警察や憲兵、

行政 との関係性、あるいは彼 自身の路上生活者へ の様 々な貢献があつたからこそな し得た

ものであった。しか し現在はそ うした貢献はほ とん ど無 くなつたにも拘 らず、食事やお金、

寝床 を奪つていくのだ と言 う。 こ うした彼の自分勝手な考え方が幾分強まった点 も、路上

生活者全体の関係性 を把握す る上で、重要な変化 と言 える。

4.1.2 来 るもの は拒 まず、去 るもの は追わず

逮捕者が多 く出たとい う話 を上で述べたが、 このよ うに何 らかの事情で逮捕 され る路上

生活者の例は、ローマ法王訪問の時でなくとも多 く聞かれる。 ヤウンデ1地 区警察署長 の

話で も、人数は未公表だが、路上生活者 はかな りの人数、罪 を犯 し逮捕 されているとい う20。

この ように、路上生活の場か ら姿を消す人々は多い。逮捕 され る他 にも、例えばよ り良い

仕事を求めて他 の都市 に行 く場合 もある。第3章 で言及 した、筆者 にバ トンを作って くれ

たHは 、2009年9月 の時点で既 にヤ ウンデ市を離れ ドゥアラ市に行っていた。工芸品が作

れ るとい う彼の技術 をヤ ウンデ市では活 かす ことができない と判断 し、 自分の技術 を生か

すために ドゥアラ市で再びそれ に関係 のある仕事を探そ うと試みている。 また行政や市民

社会組織による支援 で、 自身の出身地へ と帰る人々もいる。その他にも、少 し安定的な仕

20筆 者 イ ン タ ビ ュ ー に よ る
。
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事を得 ることができた り、家族 との関係性が改善 され た り、仲が良い数名で家を借 りて生

活を しよ うと試み る人々 もいる。以下で少 し特異な事例を示す。

 ある路上生活者 は5人 で路上を出ることを決 めた。現在 では家を借 りて生活 をしてい る。

5人 のエスニ ックグループや出身はバ ミレケ、エ ウォン ド、 ドゥアラ、英語圏21、北部地方

22と
、極 めて多様である。その中の一人である0は 、母親が ドゥア ラ市で働き、父親 がヤ

ウンデ大学教授であったため23、かつては生活 に困 らなかった。 しか し両親の離婚 に加 え

て0の 高校生時代の金遣いの荒 さに父親が激怒す ることが何度 もあ り、0は 家を飛び 出 し

路上で暮 らす ようになつた とい う。路上で暮 らしなが らも彼 は小 さな仕事を探 してはお金

を貯め、その後家 を借 りての生活を始めている。 さらに昨年度か ら大学にも行き始めた。

お金 は母親 か ら借 りている。 このように路上を出て、家 を借 りて生活 をす る契機や その理

由は様々で、それはいつでも起こ りうる。

 こ うして路上生活者 がヤ ウンデ市の路上か ら出てい く一方、路上生活 に新たに加 わ る

人 々も多 くいる。例えば北部の情勢の変化 による避難 民や、刑務所か ら釈放 された人 が路

上 に来る。刑務所か ら釈放 された人々は、親戚に受 け入れてもらえず行き場 を失った り、

過去に路上生活を した経験があ り、また路上生活に戻つた りする場合 もある。他に も家庭

の問題 はどこの地域にいてもあ り、いつ都市に出て、路上生活者 となるかは分か らない。

さらに小規模 自営業への行政による取 り締ま りによって、路上生活者が増加することがあ

る。以下ではその取 り締ま りについて言及する。

2009年8月 中旬、ヤウンデ市の小規模 自営業者への大規模な取 り締 ま りが行われた24。

や り方 は単純で、路上で商売をす る人々の店や物品を片端か ら トラックに詰 め込み没収す

るのである。 日頃か らこ うした小規模 自営業者への取 り締ま りは行われてお り、警察 の ト

ラックが来た ら素早 く品物 を片付けて全速力で走って逃げ る人々を しば しば見かける。な

お、 この時の取 り締ま りは数百人規模の警察 と憲兵が動員 された とい う。特に小規模 自営

業者が集まる中央市場周辺やア ヒジ ョ広場か ら露店が消 え閑散 とした街並み とな り、職 を

一時的に失った人々が町に濫 れた
。 しか し数 日後には商売を再開す る人々が現れ始 めてい

た。警察がいつ どこに来るか分か らないため、取締 りに関す る情報をできる限 り手に入れ

ると同時に、移動 しやすいよ う軽装備で商売を再開する。筆者の友人 も 「明 日の13時 にア

ヒジ ョ広場 に警察が来 る」 といつた情報を、 どこからか得ていた。いたちごつこのよ うな

行政 と住民の争いは十数年以上まえか ら続いてお り、これから先 もしば らく続 きそ うであ

る。 こうした行政側 の取 り締 ま りが、元々困難な生活 を強いられていた人々に とっては、

21エ スニ ックグループについては回答を拒否した。英語圏からの出身であるとの答えは得たため、北西部

州か南西部州の出身 となる。
22イ ンタビューは3度 彼 らが暮らす家で行ったが

、北部地方出身であるとい う彼 とは出会 うことができな

かつたため、具体的にどこの出身か、情報は得 られていない。
23父 親は2年 前に亡くなつている。
za筆 者がヤ ウンデ市に着いたのは8月22日 であり、町を歩いた時には筆者が知 る状況とは小規模 自営業

者が激減 した状況であつた。以下の内容は実際に取 り締まりで被害を受けた人々、及び筆者の調査協力者

か ら得た情報である。
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没収 を受 けた場合 に路上での生活 を強い られ る契機 となって しま う。実施 に2009年8月 の

行政の行動がきつかけで、2009年9月 頃には路上で寝泊 りをす る人々は増えてきた と複数

の路上生活者が述べている。

 このよ うに路上生活者の出入 りは激 しい。路上はそ うした人々に 「柔軟」に対応 し、来

るもの も、去 る者 も拒 まない。それはなぜ なのか。全 く異なる生活環境 を背負 う人々が集

まるに も拘わ らず、人々が路上での生活を比較的安 定的に保つための仕組み を以下では検

討 してい く。

4.2 互助 と争いが交錯す る生活実践

4-2.1言 いた い こ と を言 う

流動的で 「他人」 とも呼べ るような間柄の中で、同 じ路上で暮 らす もの同士が生活す る

場合、 よ り合理的 と考え られ るのは、お互いが助 け合 つて暮 らす ことであることはす ぐに

気付 くことができる。 よほどの所得がない限 り、都 市における 「孤独な」生活は難 しい。

先述 した ように彼 らが血縁 を基盤 とするよ うな関係性 が希薄化 したがゆえに、「普通 であれ

ば」あるはずの家族や親族、同郷者 との助け合いを欠いてい ることとも関係す る。衣食住

の確保や仕事を通 した現金収入、心理的な安心感 に至るまで、行政側が何 も手を差 し伸べ

てくれない場合 、住民相互の互助行為は、 日常生活の中で有効 となる。一方、前節 で述べ

たとお り、路上は流動的で、人々は 「他者」、すなわち異なるエスニ ックグループ、出身、

宗教などを背景 としている人々で構成 されている。 こ うした中で路上生活者は、路上生活

を何 とか うまくこな している。 ここには どの ような力学が働いてい るのか。 この時重視 さ

れ るのが、 日常生活の中の様々な争いである。争いが起こるのは彼 らの関係 を壊す方向に

導 くのではなく、む しろ安定的な方向へ と導 く。なぜな ら、路上生活の場の流動性 が高い

ために、争いは、極端 に言えばゼ ロサ ム的なその場限 りの関係性 の中でな される。そ こで

は短期的で 「他者」同士の関係性であるか らこそ、お互いの不信 が激 しく、その不信 を早

く取 り除き、良好な関係性 に向かわせ る自己主張のた めの争いが起 こる。 こうした良好 な

関係性 へのプロセスが、路上生活者の生活の場を安定的なものへ と導 くのである。 なお こ

こで言 う安定 しているとは、争いのある 日常生活が、 当た り前 のように人々の中で認識 さ

れてお り、それが共同性の維持に貢献できている状態である。それ は路 上生活 を送 る人々

の出入 りが激 しく流動的であることを前提 として、互助行為が行われていることが条件の

下に成 り立つ。まず はこの互助行為について以下で詳述す る。

第3章 では、路上生活者は 日々多 くの困難 を抱 えてい る一方で、人々は互助行為 を通 し
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てそれに対処 してい る点が明 らか となつた。そこで行われている互助行為は決 して規模の

大きな ものではな く、 日々の生活で垣間見 られ る何気ない ものが中心であつた。 こ うした

互助行為 の規模が小 さい ことは重要であ り、それは前節で述べたよ うな個々の成員が多様

な生活背景を持 っていることが大きな要因の一つである。なぜな ら路上生活 を送る人々は

血縁で結 ばれ る間柄ではなく、エスニ ックグループや出身地のほか、今 まで経てきた人生

経験 まで もお互いに想像できない くらいに実に多様 な人々で構成 されてい るためである。

さらに路上生活者はいつその場か ら別 な都市 に行 くかも分か らず、逮捕 され るか も分か ら

ない。そ うした中で互助行為が必要 とされる場合、それは一時的で小 さなものの積み重ね

にな らざるを得 ない。 こうした互助行為がな されていることが人々にとつての生活 の中に

当た り前に組 み込まれている。ただ し比較的例外的な互助行為 として庶 民金融 としての ト

ンチンが挙げられ る。 トンチンはお互いのある程度の信頼 と継続的な参加が求 められ る。

なぜ な らもし流動的であった り、相手のことを全 く信頼 していなかった りする場合 、お金

を得次第す ぐに当人がいな くなつて しま う可能性があるためである。従つて筆者が確認 し

た トンチンを行つているメンバーは途中別な都市や刑務所への出入 りはあるものの、1年

以上にわたつて路上での生活 を続けている仲の良い人々によって行われていた。

 こうした一部 の例外 を除き、互助行為の多 くは誰もが簡単に参与でき、かつ誰 もが簡単

に抜 け出す ことができる。 しか も抜け出 した り減つた りした として も、路上生活の場 に大

きな影響 はない。例 えば食事 を分 け与えることにして も、多めに食事を得ることができた

場合、それを他の人々に分ければよい し、もし自分で得ることができなければ、 しば しば

他の人々から得ればよい。寝床を共有す ることも、寝 る場所がないほど人が集まつたポイ

ン トも特には見 られなかった し、もし場所 がなければ近 くの別 なポイン トに行 けばよい。

 こ うした争いが安定をもた らす ための前提 としての互助のお陰で、争いが路 上生活者同

士の安定性 をもた らす。 なぜ なら、争いが起 こることはお互いの不信や不満を知る、そ し

て時にはそれを取 り除 くための最 も有効な行為である。そ うしたお互いの不信や不満 のぶ

つか り合いを経 てお互いの主張を知 ることで、 より安定的な関係が築かれ る。 この時、互

助行為は争いの行 き過 ぎや、争いによつて路上生活が困難になる人々が出て くるのを防 ぐ。

以下ではこの点について詳 しく検討す る。

 第3章 第2節 で述べた ように、喧嘩や 、妬み、また盗難は、実に些細な ことが多いのだ

が、 日常的に見 られ る。 ご飯 を分 けて くれない、 自分の服が盗まれた、有機溶剤が欲 しく

て年長者 に詰 め寄る、こ うした不満や不平を人々は強 く主張す る。生活背景が異な る人々

が集 まつているため、自分の周囲にい る人々がどのよ うな考えを持つのかが分か りに くい。

しか しお互いが自分の主張を述べ ることで初めて、お互いが何 を考えてい るのかが表明 さ

れ る。それが異なる ときにおこるのが争いであ り、それはお互いの意見の違いを初 めて認

識す る機会 となる。

 以下で不満のぶつか り合いが密 な関係性 を作 りだす例 を示す。先 にも述べた ドラ ッグを
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巡 るSと 周囲の先輩 たち との争いは、Sの 主張 と周囲の意見の相違が引き起 こす争いであ

った。Sは 粘 り強 く ドラッグを使用す ることを訴 えることで ドラッグを得た。 この言い合

いの中で、お互いのは不満 を主張す る。即ち、先輩たちは、 ドラッグを使用す ると体に害

が及び、中毒者になって しま うと周囲に多大な迷惑をかけて しま うことへの忠告が厳 しく

な されている。同時にSは 、 自分が ドラッグを吸 うことを強 く希望 しているこ とを周囲の

人 々にぶつけることができた。 この争いか ら、お互いが ドラッグについてどのよ うに考 え

ているのか、 自分の敵なのか、それ とも見方なのか、などの様 々な意見を知ることがで き

た とい う点において、お互いが何を考えているのか、 とい う基礎的な不信は軽減 されてい

る。 さらに次回以降こ うした機会があった場合、以前は ドラ ッグを渡 したのだか ら、次 は

我慢 しな くてはいけない とい う理解がお互いになされ るか もしれない。 あるいは、前回は

こ うした言い回 しをす ることによって ドラッグを得 ることができたのだから、次 も同様 に

要求 しよ う、 といった理解がなされ るかも しれない。 こうして、次回もまた争 いが起 こっ

た として も、そこでのお互いの主張のぶつか り合いはよ り踏み込まれた もの となる し、そ

れはお互いの事情をよ り分かった状態だからこそ行われ る。 このよ うな、争 いを通 して 自

己の不平や不満 を相手 に理解 させ ようとす るプロセスの繰 り返 しが重要である。 こ うした

争い事は ドラッグを巡 る争いのよ うに、比較的継続的に行われ ると考えられ るものか ら、

その時に得 られた食べ物を巡 る争いのように、その場限 りのものまである。その度に全員

が満足のできる合意形成は難 しい一方で、そ こで皆が 自分の主張を強 く掲 げることで、お

互いの考 えを知ることで、安定的な関係性 を得 る。

 そ してこ うした争 いは、お互いの関係性が短期的であるからこそよ り強 く行 われ る。 そ

れは第1節 で述べたよ うに路上生活の場は流動的であ り、いつ別 な人々が路上に入 つてき

た り、路上から出て行 った りす る。そのためこうしたゼロサム的な関係性 の中において、

争いは比較的激 しい。

 この時、第3章 第2節 で述べたAに 関す る記述が、例外である。すなわち短期的な間柄

でないために、言いたいことを言いに くい関係性がある。Aを めぐる路上生活者の不満 は

多々あるにも拘 らず、そのほとん どが彼 に向けて直接主張 されないことは先に述べた。傲

慢 な態度か ら、行政や警察 との交渉、警察への 厂勝手な」通報 に至 るまで、路上生活者 の

不平不満 は表 立って彼 に向けて発せ られる ことは少ない。 これは先に も述べた とお り、彼

の先輩 としての力や ノウハ ウがあった り、彼 自身が多 くの貢献 をしていた りしたこ とによ

るとも指摘できる。 さらに、彼は決 して流動的な人間ではない点 も重要である。確かに ロ

ーマ法王がカメルー ンを訪れた際に刑務所 に4カ 月間ほどいたが、長期的にみ ると、彼 は

路上で生活 を始 めてか ら20年 が経つてい る。その間彼はず っとヤ ウンデ市の路上での生活

を続 けてお り、 したがつておそ らくこれか らも彼は ここに居続 けるのである。 こうした、

流動性が低い人物へ 「言いたい ことを言 う」 ことは、今後の路上での生活を鑑みる と困難

であろ う。彼 らのAへ の主張は、明 らかに本人が不利益を被 つた時(例 えば自分が 自転車を

取ったことで通報 される)に 限 られる。つま り路上生活者 同士の関係性が短期的であること



第4章 互助の中の争い 47

を彼 らが認識 している場合、争いを通 した 自身の利益の確保や 日常生活上の互助行為 は、

自分が利益 を獲得 して、相手が利益 を失 うとい うゼ ロサム的な、すなわち どち らかが利益

を得 て、 どちらかが利益を得ない とい う関係性にな りやすい。逆 にAと の関係性に見 られ

るよ うに、Aと の争いが必ず しもゼ ロサム的な関係 とはな らないこともある。 なぜ な らA

と争 うことによつて被 る不利益の方が、Aと 争わないで被 る不利益 よりもも しか した ら大

きい ことが考 えられるためである。従って彼 との関係性 を悪化 させない ことの方が、路上

生活者 にとつてはポジテ ィブサム的な関係性 とな りやすい と考えられ るのである。

4.2.2 変 わ らな い 日常 生 活

 「言いたい ことを言 う」 ことは、多様 な背景を持つ人々が集 う、流動的 な路上の中であ

れ ば行いやすいのだが、一方でただ言いたいことを主張 し放題 な状態では、彼 らの生活 は

成 り立たず、いわばや りたい放題 となって しま う。 さらに彼 らが抱 える 日常生活上の困難

は多岐にわた り、それ らにも対処 しなければならない。そ こで無秩序な状態 を避 け、困難

と対峙す るための方法が、互助である。互助 は都市居住民の多 く、特にエスニ ックグルー

プや親族同士の間で活発になされてお り、生活の基盤 と言って もよい。そ うした互助 を路

上生活者の間で行 うことで、 ある程度の秩序 と日々の生活の困難 を回避す る術 としている

のである。即 ち路上の流動的が故 に 「ゆるやかな」地縁 を紐帯 として互助 を活性化 させて

いることが、路上生活に安定 をもた らす もの となつたのである。 こ うした互助が 日常生活

の中に埋 め込まれ ているのは第3章 で論 じた とお りである。衣食住、仕事、健康管理に至

るまで彼 らは ともに助 け合 いなが ら、生活上の様々な困難 と対峙 している。

 そ して こうした互助 は先 に述べた争い とは決 して矛盾す るもので も、相反するもので も

ない。互助が埋め込まれた 日常生活の中でも、自分 の利益 を優先 したい、あるいは利 益配

分が不平等だ と感 じた らそれ を主張 したい と感 じることは当然 ある。得 られ る現金、食事、

遊び道具、衣服な どはすべて限 りがあ り、それ を互助行為 に基づ く平等 な分配にか けるこ

とは不可能に近い。争いも当然起 こる。それは 自己の主張 を貯 めこむので も、何 らかの秩

序によ りそれ を統制 され るので もな く、遠慮な くぶつ けあ うこ とができるものである。個

別的な路上生活者 同士の互助があえば、こうしたぶつけあいが行き過ぎる前に、突出 した

利益 の分配や 、困難への対応不能な状況を防 ぐのである。 こ うした互助 と争いの相互補完

的な関係性に より、ヤ ウンデ市の路上生活者の生活 は 「なん とかや っていける」もの とな

ってい る。
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第5章 結論

5.1 結 論

最後 に本研究が明 らかにした ことを整理す る。本研究の 日的は、流動的で多様 な生活背

景を持つ人々が集 う都市 にあって、人々が困難 とどのよ うに対峙 しているのか、そ して ど

の ような生活実践によ り困難 を乗 り越 えよ うとす るのかを、住民主導の互助行為に着 日し

て明 らかにすることであった。そのため第2章 では、事例 としてのカメルーン ・ヤ ウンデ

市の路上生活者 について、都市の路上で暮 らす人々の中で どのよ うな位置にい るか、 また

彼 らはなぜ路上生活者 となったのか検討 を行 つた。 第3章 では路上生活者の 日常生活の多

くの場面、 とりわけ どのよ うな困難に直面 しているか述べた上で、そ こでの小規模 なが ら

も様 々な互助行為が見 られ ることを明 らかに した。 同時にそ こでは様々な争 いが頻発 して

いることを述べた。第4章 では互助 と争いを通 した生活実践 とはどのようなものかを検討

するた めに、互助 と争いが決 して矛盾す るのではな く、都市における人々の流動性 と多様

性 とい つた社会的基盤 の違いを克服 して実践 され る点に言及 した。以下では最後に指摘 し

た互助 と争いの生活実践 について さらに詳 しく検討す る。

 路上生活者 の生活世界 において、人々の出入 りが極めて激 しいことは先に述べた。路上

か ら刑務所へ投獄 され、そ してまた路上へ戻って くる人々、他 の都市や地域へ 自分 の技術

を生かすために、 より高い稼 ぎを得 るために、あるいは親戚を求めて移動する人々、行政

や市民社会組織か らの支援 により施設 に入った り出身の村に帰 された りす る人々25、複数

名がお金 を出 し合 って路上生活 をや め、家を借 りて生活 を始める人々、警察や憲兵か らの

小規模 自営業に対する取 り締ま りによつて失業 し、そのまま路上での生活 を余儀な くされ

る人々。路上では 日々様 々な人々が出入 りしている。そ うした中にあって路上には互助 と

争いに基づ くゼ ロサム的な世界が広が る。「他者 」との利益の共有 を図ることや 自分 自身 の

妥協は、自分が損 をす るだけにな るか もしれない。従つて、妥協や他者へ譲 るとい ったこ

とよ りも、「言いたいことを言 う」ことが最 も合理的 と考 えられ ている。そこで行われ てい

る争いは短期的であるか らこそ 「他者」への不満を主張 し合い、お互い を早 く理解す るの

に役立つ。 こうしたお互いの理解のための争いが、結果 として路上生活の場の安定 につな

25現 在 は 一 時 的 に使 用 され て い ない が
、ヤ ウンデ 市 エ トゥクベ(Etoung-ﾉb�)地 区 に は 行 政 に よ る ス トリー

トチ ル ドレンが 一 時 的 に住 む こ との で き る施 設 が あ る。行 政 が ス トリー トチル ドレン を 出身 地 に 帰 す プ ロ

ジ ェ ク トを行 つた 際 、多 くの 子供 た ち が この施 設 で 一 時 的 に 暮 ら し、そ の後 自分 た ち の 出 身 地 へ 帰 され る

こ とが あ った 。 ま た カ トリ ック の支 援 の 一 つ で 、先 に紹 介 したエ デ ィマ 社 会 セ ン タ ー の ほ か に 、15名 の

ス トリー トチ ル ドレン が暮 らす こ とので き る宿 泊 施 設 が あ る。 こ こで は衣 食 住 の提 供 や教 育 に 至 る ま で

様 々 な 支 援 が な され る。 こ こ も原 則 と して は 行 政 の 施 設 と同 様 、出身 地 に 帰 る ま で の 一 時 的 に暮 らす 場 所

と され て い る。 しか し実 際 に は親 族 と連 絡 が 取 れ な か った り、引 き取 りを 拒 否 され た りす る な どで 何 年 も

施 設 で 暮 ら し続 け る子 供 は多 い。
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がる。一方で争いにより路上生活が難 しくなることを防ぎ、直面す る様々な困難や リスク

を緩和す るための様々な互助行為が行われ る。警察や憲兵の取 り締ま りの リスクに対 して、

あるいは ドラ ッグの乱用が持つ リスクに対 して、事前に彼 らの中で準備がなされ、 リスク

を最小限にとどめよ うとす る動 きは注 日に値す る。衣食住や健康管理、そ して現金獲得の

ための創意工夫は互助行為 として、決 して規模が大きいものではないが、 日常生活の中で

ほ とん ど無意識的にな されてお り、彼 らの生活 の基盤 として重要な役割 を果たす。 こ うし

た互助行為が、共通の基盤 を持ち合わせない人々の間でも生まれ得 るとい うのは重要な視

点であると考え られ る。それ は従来の多 くの研究が指摘 したよ うな血縁 を基盤 とした もの

ではなく、「他者」同士による互助行為 であ り、流動的であるがた めに極 めて 「ゆるやかな」

地縁 を基盤 としている。

 さらに、 こうした互助行為や争いは もちろん 「孤独」であるとか 「ば らば ら」であると

い うこ とへの不安 も大き く関係 している。血縁をは じめとす る人 との何 らかの関係性が極

めて脆弱になつているのは路上生活者 の特徴の一つ といえるが、そ うした中にあって当然

生まれて くる不安や 、特に小 さい子供たちの年上に依存す る態度がある。 こ うした心理的

に甘えたい、 より人 との関係性の中で暮 らしたい といった気持ちもまた、互助行為や争い

をよ り活性化 させ るために働 いていると考 えられ る。

 以上検討 してきたよ うに、路上生活者 の生活実践 とは、様々な生活上の困難 とリスクと

の対峙を乗 り越えるための互助行為 といつた一面的な見方では説明 されない。 そ うではな

く、路上生活世界は、流動的で多様 な人々が暮 らす ことを背景 としている。様 々な互助行

為 を行いなが ら、争いを通 した 自己主張を繰 り返す。それが路上にある程度の秩序 と継続

性 をもた らす もの となつている。

5.2 今 後 の 展 望

最後に本研究の展望、今後の課題 について、筆者が検討 している考えを二点示す。

一…点 日は
、他の都市 との比較である。比較の仕方はい くつかあつて、一つが同 じカメル

ー ンの都市 ドゥアラ市 との比較である。経済首都 とも呼ばれ る ドゥアラ市では、ヤ ウンデ

市 と同様 に路上生活者が多数存在す る。本稿 の中で も述べたよ うに、路上生活者の都市間

移動は頻繁に行われている。そ うした人々のダイナ ミックな移動 を検討する上で、ヤ ウン

デ市 と ドゥアラ市に焦点を当ててその移動をた どることは、多 くのス トリー トチル ドレン

や路上生活者 に関 しての研究が一都市のみに集 中して行われて きた中で、新たな視点を見

出す可能性を持つ と言える。 ドゥアラ市 とヤ ウンデ市の間には道路 も整備 され、鉄道 もあ

るな ど、移動 に大きな困難はない。 こうした観点か ら 実際のフィール ド調査 も大 きな障

害な く行 うことができる。

他 の都市 との比較 としては、全 く異な る国や地域 との比較に よる検討 も意義がある と考
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え られ る。 とりわけカメルー ンにおけるス トリー トチル ドレンや路上生活者 は、急速な都

市化 と貧 困の問題 を抱 えるフィ リピンのマニラ首都圏やメキシコ ・シティと比較す る と、

その人数 が格段に少ない。 この比較か ら、なぜ ヤウンデ市はス トリー トチル ドレンない し

路上生活者が少ないのかを検討す ることで、例えばヤウンデ市にある人 々の 自助努力のあ

り方が より顕著に見出 されるかもしれない。つま り行政 がほ とん ど何 も手をつけな くて も、

そ こで暮 らす人々が独 自に強固に連帯 し、 自分たちでその問題 を乗 り越 える力 を身 につけ

ていることが、他の都市 との比較で浮き彫 りになるかもしれないのである。

 なお誤解を避けるために述べ るが、 こうした他の都 市 との比較は、ヤ ウンデ市にお ける

調査 が十分な されてい るか らではない。本稿の執筆に当た り筆者の調査期間が極めて短期

であることは、 自他 ともに認 めるところである。そのためヤウンデ市での継続的、長期的

調査 もまた必要 とされ ることは言 うまでもない。

 二点 日だが、路上生活 を送る人々が流動的であると述べたが、 この点はよ り具体 的に検

討す る必要が ある。Aが20年 路上生活 を送っていると述べたが、 Aの よ うに路上にず っ と

とどま り続けている人 々は他にも存在する。 も しくは家があっても路上生活者 の生活に継

続的に参加す る人々 もい る。本稿ではこ うした路上生活者の人々が、 どれほ ど長 く路上に

留ま り、路上 との継続的な関係性 を保 つているのか、 さらにそれにより彼 らの関係 性に ど

の ような影響が及んでいるかの検討を多 く行 うことができなかつた。 このこ とについての

検討 は今後 さらなるフィール ドワークを通 じて行 う課題 としたい。
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お供 させていただきま した。だいすけ先輩、上原先輩、よ しま り先輩には本論 文執筆 にあ

た りた くさんの コメン トを頂 き、「これで良いのか」、 と激 しくぐらつ く僕 の気持に 自信 を

与 えて くだ さいま した。同期の芹澤君、竹岡 さん、東浦君は、研究の話は もちろん、気分

によ り激 しく変化す る僕の乱暴な言動 に適宜付 き合いあ しらつていただいたことで、精神

的 に大きな支 えとな りました。衣笠 さん、中川原 さん、廣原 さんは特に 日本語 の校正を し

て頂き、少 しで も読みやす い論文 を作 ることができま した。

山本先生、いま僕が研究に どっぷ り使 っているもの先生のお陰です。先生の授 業、そ して

研究会は本当に刺激的で多 くのことを学ぶ ことができま した。 ありが とうございま した。

笠井 さん、いや もはや笠井先生 とお呼びすべきで しょうか。初 めて書いた研究計画書か ら、

最後の最後の卒業論文まで、本 当に多 くのア ドバイ スを していただきま した。3年 間 こん

なにもわがままな常識知 らずの後輩にビシビシご指導 していただき、そ して時にはご飯 に

誘 っていただき、本当にあ りが とうございました。

樋 口君、人生 も現場 も現実 も、理論通 りにはいきませんね。 それでも理論は重要で あるよ

うです。そんな世の儚 さを、今後 も語 り合いま しょう。卒論 では特 に分析部分について、

樋 口君のコメン トを踏 まえよ り先鋭化することができた と思います。最後にあなたの前で

研究発表 できたのは嬉 しかったです よ。あ りが とう。

佐 々木先生、右 も左 も知 らず、ただ 「カメルーンへ行 きたい!」 と言い出す、今考 えれ ば

本 当に無茶苦茶な ことを言つていた僕 に、懇切丁寧 にフィール ドや研究に様 々なア ドバイ

スを していただ きま した。本 当にあ りが とうございま した。

日本にいるFrank、 そ してカメルーンのHortense、 Gerard。 ヤ ウンデ市を第二の(第 一 の?)

故郷 と言 えるのはみんなの協力があったか らこそ。本 当にあ りがと う。Ayamba、 ビザ を延

長 した とき、行政か ら資料を得た とき、あなたの助 けがなけれ ば大変な ことになっていま

した。あ りが とう。

そ して、路上の皆 よ、俺 は、あと少 し生きてみるか ら、だか らお前 らも生きてくれ。何か

つかめるかもしれない。Merci Beaucoup, A bient6t!

                          2010年2.月3日 研究室にて

                                    玉井隆
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